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(57)【要約】
【課題】水性抗菌膜形成性組成物の提供。
【解決手段】本発明は、水性基剤中に（ａ）膜形成性ポリマーと、（ｂ）抗菌剤と、（ｃ
）レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレタンと、（ｄ）任意に、消泡剤と
、を含む噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物に関する。さらに、本発明は、泌乳動物の乳
腺炎を抑制するための該組成物の使用、及び該組成物を乳頭に噴霧塗布することを含む、
泌乳動物の乳腺炎を抑制するための方法について言及する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性基剤中に、
　（ａ）ラテックス、アラビノキシラン、グルコマンナン、グアーガム、ヨハニスツリー
ガム、セルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース
、ヒドロキシメチルセルロース、カルボキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロ
ース、デンプン、ヒドロキシエチルデンプン、アラビアゴム、カードラン、プルラン、デ
キストラン、ポリスルホン酸、ポリアクリルアミド、高分子量ポリアクリレート、高分子
量架橋ポリアクリレート、ポリアクリル酸、カルボマー、アルギン酸ナトリウム、カルシ
ウム塩で架橋されたアルギン酸ナトリウム、キサンタンガム、ポリビニルアルコール、及
びポリ（Ｎ－ビニルピロリドン）の一つ又は複数を含む、膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）抗菌剤と、さらに
　（ｃ）レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレタンと
　（ｄ）任意に、消泡剤と、を含む、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項２】
　（ａ）０．１～１０．０重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．１～１０．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）任意に、０．００１～３．０重量％の消泡剤との、請求項１に記載の噴霧可能な
水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項３】
　水性基剤中に、
　（ａ）１．０～５．０重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～７．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０１～１．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．００５～１．０重量％の消泡剤と、を含む、請求項１に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項４】
　水系基剤中に、
　（ａ）２．０～４．５重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～５．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０５～０．５重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．０２～０．２重量％の消泡剤と、を含む、請求項１に記載の噴霧可
能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項５】
　酪農家畜群内の伝染性乳腺炎及び環境性乳腺炎の両方の発生率を低下させるのに調合さ
れかつ適切である、請求項１～４のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組
成物。
【請求項６】
　前記疎水性改質エトキシル化ウレタンは、ポリエチレングリコール構成単位及びウレタ
ン構成単位を有するポリマーであり、前記ポリマー鎖は疎水性基でエンドキャップされて
いる、請求項１～５のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項７】
　前記抗菌剤が、Ｉ２、ヨードフォア、特にポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨー
ド）の形態、直鎖または分枝鎖脂肪族Ｃ４～Ｃ１０カルボン酸、特にカプリン酸及びカプ
リル酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸；乳酸、サリチル酸、ペルオキシカルボン酸、
スルホペルオキシカルボン酸、Ｃ１～Ｃ４アルカノール、イソプロピルアルコール、ベン
ジルアルコール、ブロノポール（２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール）
、ナトリウムピリジナチオン、クロルヘキシジン、クロルヘキシジン二酢酸塩、クロルヘ
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キシジンジグルコン酸塩、第四級アンモニウム化合物、例えばアルキルジメチルベンジル
アンモニウムの塩、ジアルキルジメチルアンモニウム化合物及びベンゼトニウム；スルホ
ン酸、次亜ハロゲン酸、アルカリ性ハイポハライト、二酸化塩素前駆体、塩素放出剤（特
に次亜塩素酸ナトリウム、さらに最近では塩素化イソシアヌレート）、次亜塩素酸塩、二
酸化塩素、塩素化イソシアヌレート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素、ヒド
ロキシキノン、塩化アンモニウム、ヘキサクロロフェン、ジアフェン、塩化セチルピリジ
ニウム、酸アニオン系（例えば、アルキルアリールスルホン酸、アリールスルホン酸、ア
ルキルスルホン酸、アルキルアリール硫酸、アリール硫酸、アルキル硫酸、アルキルアリ
ール硫酸）、オルトフェニルフェノール、２，４，４’－トリクロロ－２”－ヒドロキシ
ジフェニルエーテル、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノールから選択することができ
るフェノール系抗菌剤、ポリヘキサメチルビグアニド（ＣＡＳ３２２８９－５８－０）、
グアニジン塩、例えばポリヘキサメチレングアニジン塩酸塩（ＣＡＳ５７０２８－９６－
３）、ポリヘキサメチレングアニジンヒドロホスフェート（ＣＡＳ８９６９７－７８－９
）及びポリ［２－（２－エトキシ）－エトキシエチル］－グアニジニウムクロリド（ＣＡ
Ｓ３７４５７２－９１－５）、ならびにそれらの混合物からなる群より選択される、請求
項１～６のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項８】
　抗菌剤として、ポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）の形態のヨードフォア
が含まれる、請求項１～７のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項９】
　アルキルベンゼンスルホン酸をさらに含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１０】
　ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカルボン酸、特に次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ３Ｈ６－Ｏ
）ｍ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子
を有するアルキル基であり、ｍは０～８の整数であり、ｎは０～８の整数であり、ｍまた
はｎのうちの少なくとも１つが０ではない、ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカル
ボン酸をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性
組成物。
【請求項１１】
　次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の
炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数である、ポリオキシエチレンアル
キルエーテルカルボン酸をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の噴霧可能な
水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１２】
　ポリビニルアルコール及び／またはポリスルホン酸が前記組成物中に存在する、請求項
１～１１のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１３】
　ポリビニルアルコール及び／またはポリスルホン酸ならびにポリビニルピロリドンヨー
ドが前記組成物中に存在する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗
菌膜形成性組成物。
【請求項１４】
　水系基剤中に、
　（ａ）前記膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと
、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、を含む、請求項１～１３のいずれか１項
に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
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【請求項１５】
　水系基剤中に、
　（ａ）前記膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと
、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、
　（ｅ）０．０５～５．０重量％のポリスルホン酸と、
　（ｆ）次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１
０個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数である、０．０５～５．０
重量％のポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸と、
　（ｇ）任意に、０．０１～５．０重量％のさらなる抗菌剤であって、好ましくは、（ｂ
）が５．０重量％以下である条件で、アルキルベンゼンスルホン酸、クロルヘキシジン、
オルトフェニルフェノール、乳酸、カルボン酸、特にデカン酸、及びそれらの混合物から
なる群から選択される、抗菌剤と、を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１６】
　前記消泡剤がシリコーン系消泡剤である、請求項１～１５のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１７】
　６０ｒｐｍでスピンドル＃１を使用して、２５℃の温度で１～５０ｃＰｓ、好ましくは
１～２０ｃＰｓ、より好ましくは１～５ｃＰｓのブルックフィールド粘度を有する、請求
項１～１６のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１８】
　泌乳動物の乳腺炎を抑制するための、請求項１～１７のいずれか１項に記載の組成物の
使用。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の組成物を乳頭に噴霧塗布することを含む、泌乳
動物の乳腺炎を抑制する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物に関する。特に、本発明は、泌乳動物に
おける乳腺炎を抑制するための組成物及び調合物を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、病原性微生物を抑制または破壊するために使用され得るタイプの局所抗菌液
体組成物の分野に関する。抗菌組成物は、感染のリスクを低減するために使用され、皮膚
表面上の病原性生物の抑制、特に乳腺炎の抑制または予防のために使用され得る。乳腺炎
の予防は酪農業の主な目標である。病原性微生物、通常は細菌であるが時には酵母または
菌類と、ウシまたはヒツジ乳腺との接触は、乳腺炎を引き起こし得る。
【０００３】
　大規模な牛の搾乳は、搾乳機でほぼ完全に行われる。搾乳機は、手による牛の搾乳を模
して、真空を脈動させることによって、例えば真空ポンプに接続された乳頭カップを取り
付け、乳房及び乳頭の領域から真空を脈動させて牛乳を交互に注排させることによって、
牛の乳房から牛乳を引き出す。傾向として、乳頭と乳房への刺激または損傷を引き起こし
得る高真空を使用することによって搾乳時間を最小にすることがある。
【０００４】
　搾乳機によって引き起こされた組織の損傷に続いて、損傷した組織が特定の微生物に暴
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露されると、乳腺炎として知られる感染症を引き起こす可能性がある。感染した牛の汚染
された牛乳は市販できないので、酪農家にとって乳房炎の抑制は経済的に非常に重要であ
る。感染した牛の乳房及び乳頭は、乳房炎を引き起こす病原体の拡散を阻害する抗生物質
で治療することが可能である。しかし、このような牛からのミルクは、抗生物質が牛乳に
含まれなくなるまで販売することはできず、それは通常、最後の治療から約３～５日後で
ある。
【０００５】
　乳腺炎を軽減するために、搾乳前及び搾乳カップの除去後に乳頭を浸漬または噴霧する
ことによって乳頭に通常投与される、市販の乳頭浸漬液（ｔｅａｔ－ｄｉｐ）が開発され
ている。搾乳後に塗布される乳頭浸漬液は、通常は８～１２時間後の次の搾乳まで乳頭に
留まる濃厚組成物、膜またはバリアを形成し得る。専門家によれば、抗菌剤（生物静止剤
（ｂｉｏｓｔａｔｉｃ）または殺菌剤）溶液中の乳頭の浸漬による乳腺炎の予防は、酪農
家が従うことができる最も有効な処置の１つである。
【０００６】
　乳頭浸漬液の本質的な機能は、感染性微生物を死滅または抑制することによって乳腺炎
を予防することである。乳頭浸漬液品は、望ましくは広スペクトルの抗菌活性（すなわち
、広範な乳腺炎を引き起こす微生物を殺すかまたは増殖を阻害することができる）を有し
、それが塗布される皮膚の刺激を防ぐ皮膚軟化特性を有する。
【０００７】
　多くの乳頭浸漬液品または乳腺炎抑制剤が、酪農家に利用可能であり、それらは様々な
度合いの有効性を有する。これらの製品または薬剤は、共通して、治療溶液の有効成分（
通常、主要な有効成分）である抗菌剤を有する。商業的に入手可能な乳頭浸漬液は、２つ
の主要な分類、すなわち、非バリア及びバリア浸漬液に分割され得る。非バリア乳頭浸漬
液は、厳密に抗菌性であり、乳頭管または乳頭皮膚の表面に既に存在する微生物を死滅さ
せるために塗布される。設計上、微生物学的効果は実質的に即時であり、搾乳前、搾乳中
及び搾乳後の過程で動物間で移動し得る伝染性生物を標的とする。バリア浸漬液は、抗菌
性であってもよく、微生物が乳頭に接触するのを防止する予防膜またはコーティングを形
成するため塗布される。
【０００８】
　乳頭浸漬液は、ヨードフォア、ＰＶＰ－ヨード（特定のヨードフォア）、次亜塩素酸塩
類、二酸化塩素、塩素化イソシアヌレート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素
、ヒドロキシキノン、塩化アンモニウム、クロルヘキシジン、ヘキサクロロフェン、ジア
フェン、塩化セチルピリジニウム、及び第４級アンモニウム殺菌剤を含む様々な抗菌剤を
使用している。ウシ乳腺炎の抑制のために調査された局所的に適用された抗菌剤（すなわ
ち、皮膚に直接塗布される薬剤）のうち、ヨードフォア、第４級アンモニウム化合物、及
び塩素放出剤（特に次亜塩素酸ナトリウム、さらに最近では塩素化イソシアヌレート）は
、塩素を放出する消毒剤のいくつか（例えば４％ＮａＯＣｌ水溶液）が牛の乳頭に刺激作
用を及ぼし得るという事実にもかかわらず、酪農家の間で最も受け入れられているようで
ある。
【０００９】
　ウシ乳腺炎の抑制において、乳頭浸漬による長期間の処置（例えば、１５分以上または
さらに１分以上）は通常は実用的ではないので、細菌を急速に死滅させることは必須であ
る。乳頭浸漬調合物の殺菌試験は、その短期間の死滅を測定する目的で実施された場合に
最も有益である。
【００１０】
　文献ＷＯ９８／０４１３６は、膜構築要素及び１つまたは複数の活性消毒物質を含む感
染症から保護するための乳頭浸漬組成物を開示している。膜形成剤は、膜形成剤としてポ
リビニルアルコールポリマーまたはコポリマーを、活性殺菌剤としてポリビニルピロリド
ンヨード及び／またはクロルヘキシジンの形態のヨウ素及びエーテルカルボン酸を含む。
この組成物は、搾乳後の雌牛、雌羊及びヤギの乳頭及び乳房を保護するのに特に適してお



(6) JP 2020-122020 A 2020.8.13

10

20

30

40

50

り、明らかに機械的に耐性のある膜を形成する。
【００１１】
本発明の目的
　利用可能な乳頭浸漬剤のいくつかは重大な欠点を抱えている。先行技術の膜形成乳頭浸
漬液は、皮膚に噴霧するのに適していない。さらに、噴霧塗布のために既存の膜形成性組
成物を使用するとノズルの故障が生じ、このためこのような噴霧塗布のための最新の組成
物が無益になる。微生物学的効果を有する既存のスプレー製品は、治療後に保護バリアを
生成しない。本発明者らは、噴霧塗布のための抗菌膜形成性組成物を提供するための研究
を実施する際に、噴霧するための現在利用可能なバリア製品を使用するとき過度の泡形成
がバリア特性に悪影響を及ぼし、したがって乳頭及び乳腺管の保護が不十分であることを
見出した。乳頭上の泡の形成を防止するために消泡剤を使用すると、噴霧特性は著しく改
善されたが、肌への濡れ性及び付着性は悪影響を受けた。増大する群れサイズ及び搾乳プ
ロセスの連続的な自動化のため、噴霧塗布のためのバリア製品の需要が高まっている。し
たがって、本発明の目的は、優れた噴霧特性を有し、ノズルの破損を引き起こさない、抗
菌膜形成性組成物であって、この組成物は皮膚への良好な濡れ及び付着特性を有し、その
消毒及び抗菌特性が既存の製品に匹敵し、すなわち、その組成物が乳房炎の発生を防止す
るかまたは乳房炎の発生率を低下させるための噴霧可能な組成物としての使用に適してい
る、抗菌膜形成性組成物を提供することにあった。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明の技術的課題は、水性基剤中に、
　（ａ）膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレタンと
　（ｄ）任意に、消泡剤と、を含む、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物
によって解決される。
【００１３】
　好ましい実施形態では、本発明による噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、水性基剤
中に、
　（ａ）０．１～１０．０重量％の膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．１～１０．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）任意に、０．００１～３．０重量％の消泡剤と、を含む。
【００１４】
　さらに好ましい実施形態では、本発明による噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、水
性基剤中に、
　（ａ）１．０～５．０重量％の膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～７．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０１～１．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．００５～１．０重量％の消泡剤と、を含み、
さらに好ましくは、
　（ａ）２．０～４．５重量％の膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～５．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０５～０．５重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．０２～０．２重量％の消泡剤と、を含む。
【００１５】
　さらに好ましい実施形態では、本発明による噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、水
性基剤中に、
　（ａ）膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと、
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　（ｂ）０．１～１０．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと
　（ｄ）任意に、０．００１～３．０重量％の消泡剤と、を含み、
さらに好ましくは、
　（ａ）膜形成性ポリマーとして１．０～５．０重量％のポリビニルアルコールと、
　（ｂ）０．５～７．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０１～１．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと
　（ｄ）任意に、０．００５～１．０重量％の消泡剤と、を含み、
よりさらに好ましくは、
　（ａ）膜形成性ポリマーとして２．０～４．５重量％のポリビニルアルコールと、
　（ｂ）０．５～５．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０５～０．５重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．０２～０．２重量％の消泡剤と、を含む。
【００１６】
　本発明による噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、酪農家畜群の伝染性乳房炎及び環
境性乳腺炎の両方の発生率を低下させるために調合され、適切である。
【００１７】
　本発明者らは、抗菌剤、特に有効な乳房炎防止剤または治療剤と、膜形成性ポリマー、
好ましくはポリビニルアルコールと、疎水性に改質されたエトキシル化ウレタンの形態の
レオロジー改質剤または増粘剤と、及び任意に、さらに消泡剤と、とを含む水性組成物の
調合物が、噴霧可能で、膜形成特性、病原体による典型的な伝染性乳腺炎に対する抗菌特
性及び動物を環境性乳腺炎から保護するバリア特性を示すことができる、乳頭治療組成物
を提供することを見出した。この物質は、搾乳前に容易に除去できる膜が形成されるよう
に調合することができる。本発明の水性物質は、酪農家畜群を治療するのに使用すること
ができる。搾乳後、物質は噴霧塗布によって乳房及び乳頭の皮膚に塗布され、抗菌バリア
コーティングを形成して伝染性乳腺炎を予防または軽減する。動物は、次にこの物質が環
境による汚染から動物を保護できる環境より開放されるが、搾乳の間の動物において残存
する雨、池、泥などの環境水に対し耐性がある。動物が搾乳現場に戻ると、抗菌バリアコ
ーティングは、水性洗浄を用いて数分で容易に除去することができる。遅滞なく搾乳を続
けることができ、搾乳が終了した後、動物は水性物質で再び治療されて新たな抗菌バリア
膜を形成することができる。
【００１８】
　特に、本発明の水性抗菌膜形成性組成物は、乳頭及び乳房の皮膚上に噴霧するのに適し
ており、治療後に保護バリアを生成する。さらに、組成物は、スプレーガン及びノズル内
に長期間留まる場合でさえ、ノズルの破損を引き起こさない。
【００１９】
　本発明者らは、驚くべきことに、レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレ
タンを使用する場合、良好な噴霧特性、皮膚への良好な濡れ及び付着特性を有し、同様に
噴霧塗布後に良好なバリア特性も有する膜を生成する膜形成性組成物を提供できることを
見出した。
【００２０】
　さらに、本発明者らは、驚くべきことに、消泡剤とレオロジー改質剤としての疎水性改
質エトキシル化ウレタンとの組み合わせが、より良好な噴霧特性、皮膚への濡れ及び付着
特性を有し、噴霧塗布後に良好なバリア性を有する膜も生成する膜形成性組成物を提供で
きることを見出した。
【００２１】
　さらに、本発明の組成物は、０℃～４０℃の温度範囲、好ましくは少なくとも５℃～３
０℃の温度範囲内で噴霧可能である。
【００２２】
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　上述したように、本発明の組成物では、ポリエチレングリコール構成単位及びウレタン
構成単位を有するポリマーである疎水改質エトキシル化ウレタンが使用され、それはポリ
マー鎖が疎水性基でエンドキャップされる、
【００２３】
　本発明の好ましい実施形態では、抗菌剤は、Ｉ２、ヨードフォア、特にポリビニルピロ
リドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）、直鎖または分枝鎖脂肪族Ｃ４～Ｃ１０カルボン酸、特
にカプリン酸及びカプリル酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、乳酸、サリチル酸、ペ
ルオキシカルボン酸、スルホペルオキシカルボン酸、Ｃ１～Ｃ４アルカノール、イソプロ
ピルアルコール、ベンジルアルコール、ブロモポール（２－ブロモ－２－ニトロ－１，３
－プロパンジオール）、ナトリウムピリジナチオン、クロロヘキシジン、クロルヘキシジ
ン二酢酸塩、クロルヘキシジンジグルコン酸塩、第４級アンモニウム化合物例えばアルキ
ルジメチルベンジルアンモニウム塩、ジアルキルジメチルアンモニウム化合物及びベンゼ
トニウム等、スルホン酸、次亜ハロゲン酸、アルカリ性ハイポハライト（ａｌｋａｌｉ　
ｈｙｐｏｈａｌｉｔｅ）、二酸化塩素前駆体、塩素放出剤（特に次亜塩素酸ナトリウム及
び最近では塩素化イソシアヌレート）、次亜塩素酸塩、二酸化塩素、塩素化イソシアヌレ
ート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素、ヒドロキシキノン、塩化アンモニウ
ム、ヘキサクロロフェン、ジアフェン、セチルピリジニウムクロリド、酸アニオン系（ａ
ｃｉｄ　ａｎｉｏｎｉｃ）（例えばアルキルアリールスルホン酸、アリールスルホン酸、
アルキルスルホン酸、アルキルアリール硫酸、アリール硫酸、アルキル硫酸、アルキルア
リール硫酸）、フェノール系抗菌剤でオルトフェニルフェノール、２，４，４’－トリク
ロロ－２”－ヒドロキシジフェニルエーテル、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノール
から選択できるもの、ポリヘキサメチルビグアニド（ＣＡＳ３２２８９－５８－０）、グ
アニジン塩例えばポリヘキサメチレングアニジン塩酸塩（ＣＡＳ５７０２８－９６－３）
、ポリヘキサメチレングアニジンヒドロホスフェート（ＣＡＳ８９６９７－７８－９）、
及びポリ［２－（２－エトキシ）－エトキシエチル］－グアニジニウムクロリド（ＣＡＳ
３７４５７２－９１－５）、ならびにこれらの混合物、からなる群より選択される。典型
的には、本発明の組成物は２種類以上の抗菌剤を含む。
【００２４】
　本発明のさらに好ましい実施形態では、抗微生物剤として、ポリビニルピロリドンヨー
ド（ＰＶＰ－ヨード）の形態のヨードフォアが含まれる。しかし、他の好ましい実施形態
では、ポリビニルピロリドンヨードに加えてさらなる抗菌剤を含むことができる。
【００２５】
　さらに好ましくは、本発明の組成物は、抗菌剤として使用されるアルキルベンゼンスル
ホン酸をさらに含む。
【００２６】
　さらに好ましい態様において、本発明の組成物は、特に次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ３Ｈ６－Ｏ）

ｍ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子を
有するアルキル基であり、ｍは０～８の整数であり、ｎは０～８の整数であり、ｍまたは
ｎのうちの少なくとも１つは０ではない、ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカルボ
ン酸をさらに含む。好ましくは、本発明の組成物は次式ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ

２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは
２～８の整数である、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸を含む。
【００２７】
　噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物のさらに好ましい実施形態では、ポリビニルアルコ
ール及び／またはポリスルホン酸が存在し、好ましくはポリビニルアルコール及びポリス
ルホン酸の両方が膜形成剤（ｆｉｌｍ－ｆｏｍｅｒ）として組成物中に存在する。特に好
ましい実施形態では、ポリビニルアルコール及び／またはポリスルホン酸ならびにポリビ
ニルピロリドンヨードが存在し、好ましくは、膜形成剤としてのポリビニルアルコール及
びポリスルホン酸ならびに抗菌剤としてのポリビニルピロリドンヨードが組成物中に存在
する。
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【００２８】
　本発明の特に好ましい実施形態では、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、水性基剤
中に、
　（ａ）膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、を含む。
【００２９】
　本発明の別の特に好ましい実施形態では、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、水性
基剤中に、
　（ａ）膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、
　（ｅ）０．０５～５．０重量％のポリスルホン酸と、
　ｆ）次式ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個
の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数である、０．０５～５．０重量
％のポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸と、
　ｇ）任意に、（ｂ）は５．０重量％以下である条件で、０．０１～５．０重量％の、ア
ルキルベンゼンスルホン酸、クロルヘキシジン、オルトフェニルフェノール、乳酸、カル
ボン酸、特にデカン酸及びそれらの混合物からなる群から選択される、さらなる抗菌剤と
、を含む。
【００３０】
　さらに別の好ましい実施形態において、消泡剤はシリコーン系消泡剤である。
【００３１】
　本発明の特に好ましい実施形態では、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物は、６０ｒｐ
ｍでスピンドル＃１を使用して、ブルックフィールドＬＶ粘度計により２５℃の温度でｃ
Ｐｓで測定したブルックフィールド粘度、１～５０ｃＰｓ、好ましくは１～２０ｃＰｓ、
より好ましくは１～５ｃＰｓを有する。
【００３２】
　本発明はまた、泌乳動物の乳房炎を抑制するための、本発明の組成物の使用を提供する
。
【００３３】
　さらに、本発明は、本発明の組成物を乳頭に噴霧して塗布することを含む、泌乳動物の
乳房炎を制御するための方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　簡単には、新規な噴霧可能な抗菌膜形成性組成物は、水性基剤中に、
　（ａ）膜形成性ポリマー、好ましくはポリビニルアルコールと、
　（ｂ）抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレタンと
　（ｄ）任意に、消泡剤と、を含み、特に、酪農家畜群内の伝染性乳腺炎及び環境性乳腺
炎の両方の発生率を低下させるために調合され、適切である。
【００３５】
　水性膜形成性組成物は、物質の特性を向上させるために、または酪農業者によって要求
される新たな特性を追加するために、調合物中に他の有用な物質を含み得る。この水性組
成物は、酪農動物の乳頭の敏感な皮膚表面に抗菌特性を有するバリア膜を形成するために
使用することができる。このバリアは長寿命であり、柔軟性があり、バリア特性を提供し
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、抗菌性であるが、搾乳する前に、通常の搾乳場での操作で水性洗浄を使用して迅速に除
去することができる。この物質は、様々な方法で酪農動物に塗布することができ、この物
質は、敏感な部位に噴霧、ブラッシング、ダビング、または浸漬させることができる。最
も好ましい塗布様式は噴霧塗布である。物質は速やかに乾燥させてバリア層を形成する。
バリア層は可撓性を有し、ひび割れに耐える。この層は、皮膚表面上の微生物を殺す抗菌
物質を含む。
そのような抗菌作用は重要であり、なぜならば、搾乳作業は、搾乳作業中に搾乳機と接触
することによって生じる擦過したまたは罹患した皮膚において、ある状況下で炎症及び感
染を引き起こすことがある、乳腺炎を引き起こす微生物をしばしば拡散しうるからである
。
【００３６】
　用語「乳頭浸漬（ｔｅａｔ　ｄｉｐ）」または「乳頭浸漬法（ｔｅａｔ　ｄｉｐｐｉｎ
ｇ）」は、酪農業の分野で使用されている用語に従って広義に解釈されるものとする。組
成物は局所塗布されるが、乳頭の浸漬を意図するだけでなく、勿論、例えば特に好ましい
噴霧などの他の方法で塗布することができ、なお認識された用語である乳頭浸漬または乳
頭浸漬組成物もしくは薬剤の範囲に含まれる。本発明の組成物は、噴霧塗布に適している
ことを特徴とする。
【００３７】
　本明細書では、他に特定しない限り、「抗菌性」という用語は、例えば、抗菌性、抗真
菌性、抗ウイルス性、静菌性、消毒性または殺菌性効果であり得る、殺生物効果を記載す
る。
【００３８】
　本明細書で使用される用語「死滅」は、実際の死滅ならびに微生物増殖の阻害または軽
減を含むことを意味する。
【００３９】
　用語「局所的」は、組成物が塗布され得る表皮または他の動物部分に塗布され得る任意
の組成物を指す。
【００４０】
　用語「添加物」は、抗菌剤または製薬用担体ではない、いずれかの成分を意味するもの
とする。製薬用担体は、一般に、組成物の成分を希釈または可溶化するために使用される
バルク溶媒、例えば水である。
【００４１】
　本明細書の全ての数値は、明示されているか否かに関わらず、用語「約」によって修飾
されているものとする。用語「約」は、一般に、当業者が列挙された値と同等である（す
なわち、同じ機能または結果を有する）と考えられる数の範囲を指す。多くの場合、「約
」という用語は、最も近い有効数字に丸められた数字を含むことができる。
【００４２】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用されるように、単数形「ａ」、「ａｎ」及び
「ｔｈｅ」は、その内容が明確に指示しない限り、複数の指示対象を含む。したがって、
例えば、「化合物」を含有する組成物への言及は、２つ以上の化合物の混合物を含む。本
明細書及び添付の特許請求の範囲で使用されているように、用語「または」は、その内容
が明確に別途指示しない限り、「及び／または」を含むその意味において一般に使用され
る。
【００４３】
　重量パーセント、重量によるパーセント、重量による％、重量％などは、物質の重量を
組成物の重量で割って１００を掛けた物質の濃度を指す同義語である。
【００４４】
　他に記載がない限り、本明細書で提供される全ての重量パーセントは、各成分の有効重
量パーセントを反映する。製造元から提供された原料の重量パーセントは、製造元から提
供された製品データシートを使用して、提供された情報から容易に決定される。
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【００４５】
　組成物はさらに、緩衝剤、皮膚軟化剤、保湿剤、防腐剤、界面活性剤または湿潤剤、発
泡剤、着色剤、不透明化剤、スキンコンディショニング剤及びそれらの任意の組み合わせ
から選択される１種以上の添加剤を含むことができる。
【００４６】
膜形成性ポリマー
　バリア及び膜形成剤は、搾乳サイクル間に乳頭との接触を保つ乳頭浸漬組成物の成分で
ある。バリア及び膜形成剤は、乳頭皮膚及び場合によっては乳房を被覆する。バリア剤は
、開いた乳頭管の端部にプラグを形成することができる。本発明に従って使用される代表
的なバリア及び膜形成剤には、粘稠なクリームまたは皮膚軟化剤（粘度調節剤で作られた
）、膜、ポリマー、ラテックスなどが含まれる。いくつかの非イオン性界面活性剤は、表
面濡れに寄与することに加えて、組成物のバリア特性をさらに高めるのを助けることがで
きる。このような界面活性剤の例としては、ポリオキシエチレ－ポリオキシプロピレング
リコール（Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（登録商標）Ｆ１０８として市販されている）が挙げられる
が、これらに限定されない。好ましいバリア形成剤は例えば、ラテックス、アラビノキシ
ラン、グルコマンナン、グアーガム、ヨハニスツリーガム（ｊｏｈａｎｎｉｓｔｒｅｅ　
ｇｕｍ）、セルロース、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロ
ース、ヒドロキシメチルセルロース、カルボキシエチルセルロース、カルボキシメチルセ
ルロース、デンプン、ヒドロキシエチルデンプン、アラビアゴム、カードラン、プルラン
、デキストラン、ポリスルホン酸、ポリアクリルアミド、高分子量ポリアクリレート、高
分子量架橋ポリアクリレート、ポリアクリル酸（カルボマー）、アルギン酸ナトリウム、
カルシウム塩で架橋されたアルギン酸ナトリウム、キサンタンガム、ポリ（ビニルアルコ
ール）（ＰＶＡ）、及びポリ（Ｎ－ビニルピロリドン）（ＰＶＰ）を含んでいてよい。ポ
リスルホン酸の好適な例は、Ｒｈｅｏｃａｒｅ（商標）ＨＳＰ－１１８０として市販され
ているポリアクリルアミドメチルプロパンスルホン酸である。
【００４７】
　本発明の特に好ましい実施形態では、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物においては、
ポリビニルアルコールが膜形成性ポリマーとして使用され、任意に、膜形成特性を有する
さらなる薬剤が組成物中で使用され、好ましくはポリスルホン酸及び／またはポリビニル
ピロリドンであり、ポリビニルピロリドンはヨウ素を錯化する（ｃｏｍｐｌｅｘｉｎｇ）
ために使用することができ、したがってそれ自体抗菌剤、すなわちポリビニルピロリドン
ヨードとして組成物に含まれ得る。
【００４８】
　ポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）は、ペンダントヒドロキシ基を有するポリメチレン
骨格を有するポリヒドロキシドポリマーであり、水溶性合成樹脂である。樹脂は、ポリ酢
酸ビニルの加水分解によって製造される。ポリビニルアルコールは、水溶性ポリマー物質
のクラスにおいて限られた数の１つである。この樹脂は一般に乾燥固体として入手可能で
あり、粒状または粉末形態で入手可能である。ポリビニルアルコールの等級は、約８７～
約９１％の加水分解度（遊離ヒドロキシル基を残すポリビニルアルコールから除去された
アセテート基の割合）を有する部分加水分解バージョンを含む。ポリビニルアルコール中
の中間程度の加水分解は、約９１～約９８％のアセテート基の除去を有するポリマーを生
成する。完全に加水分解された等級のポリビニルアルコールは、約９８～約９９．５％の
アセテート基が除去されている。超加水分解ＰＶＯＨと呼ばれるポリビニルアルコール生
成物は、除去されたアセテート基の９９．５％超を有する。
【００４９】
　ポリビニルアルコールは、通常、約４，０００～約１００，０００の公称数平均分子量
で製造される。一般に、市販のポリビニルアルコールグレードの分子量は、４重量％２０
℃でセンチポイズ（ｃＰ）で測定した％溶液（ヘップラー落球法）。フィルムの柔軟性、
水感受性、溶媒和の容易さ、粘度、フィルム強度、接着力、分散力の変動は、分子量また
は加水分解度を調整することによってのみ変えることができる。ポリビニルアルコール及
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び水の溶液は、多量の低級アルコール共溶媒及び塩コソール及び多数の他の小分子または
高分子添加剤または活性成分で製造することができる。ポリビニルアルコールは、最初に
ポリ酢酸ビニルまたはエチレン酢酸ビニル共重合体などの酢酸ビニル含有コポリマーを形
成し、塩基加水分解によって酢酸基を除去することによって製造される。ポリ酢酸ビニル
または酢酸ビニル含有コポリマーの製造は、究極の分子量を制御する慣用の重合法を用い
て行うことができる。触媒選択、温度、溶媒選択、及び鎖変換は、分子量及び他のポリマ
ーの構造的属性を制御するために、重合技術の当業者によって調整することができる。加
水分解の程度は、アルカノール反応の完了を防止することによって制御される。ポリビニ
ルアルコールはＤｕＰｏｎｔ及び他のものから市販されている。好ましいポリビニルアル
コールは、９２．０％を超える、好ましくは９８．０％を超える、最も好ましくは９８．
５％を超える加水分解度を有する。本発明の噴霧可能な水性被膜形成抗菌組成物の場合、
特に好ましくは、９８．５％を超える加水分解度を有する完全に加水分解されたポリビニ
ルアルコールが使用される。最も好ましいポリビニルアルコールは、９８．５％を超える
加水分解度を有する。
【００５０】
　本発明による組成物は、皮膚に塗布されたときにポリビニルアルコールに基づく持続性
の連続的で均一なバリア膜を形成することができる。この組成物は、乳腺炎に対して予防
的に使用されるバリア乳頭ディップとして特に有用である。
【００５１】
　この組成物は、酪農動物の乳頭の予防的処置に用いて、搾乳間の持続性を示し、連続的
で均一な持続バリアを生じるように制御可能に再現可能である持続性の保護殺菌バリア膜
を提供することができる。この治療プロセスは、動物を搾乳し、搾乳後に乳頭を組成物で
コーティングし、組成物を乾燥させ、乳頭上に持続バリア膜の層を形成することを伴う。
この組成物は、ペイント、発泡、浸漬または噴霧、特に噴霧による噴霧によって局所的に
塗布することができる。さらに、組成物の使用は、乳房炎に対する使用に限定されず、組
成物は、感染性皮膚状態を治療または予防するために一般的に使用され得る。
【００５２】
　長時間持続性の連続的で均一なバリア膜を形成することができる組成物は、バリア形成
剤として使用するために約０．１重量％～約１０．０重量％、好ましくは約１．０重量％
～約５．０重量％、さらに好ましくは約２．０重量％～約４．５重量％のポリビニルアル
コールを含む。
【００５３】
レオロジー改質剤及び粘着付与剤
　本発明によれば、噴霧可能な抗菌膜形成性組成物において、疎水性に改質されたエトキ
シル化ウレタンはレオロジー改質剤及び粘着付与剤として含まれる。疎水改質されたエト
キシル化ウレタンは、非イオン性会合性増粘剤であり、ジイソシアネートと、ジオール及
び疎水性ブロック成分とを反応させることによって得られる。ポリマー分子においては、
以下の３つの部分の間で区別することができる：ｉ）疎水性末端部分、ｉｉ）いくつかの
親水性部分、及びｉｉｉ）ウレタン基。ポリマーは、疎水性部分、好ましくはＣ２～Ｃ４

０炭化水素、さらに好ましくは直鎖または分枝鎖Ｃ２～Ｃ４０アルキル基、より好ましく
は直鎖または分枝鎖Ｃ８～Ｃ２４アルキル基で、エンドキャップされる。可能な好ましい
疎水性部分は、例えば、オクチル基、ドデシル基、ミリスチル基、セチル基、オレイル基
、ステアリル基、ドデシルフェニル基、オクチルフェニル基及びノニルフェニル基である
。粘度上昇効果の決定的要因は、各分子が少なくとも２つの末端疎水性部分を含むことで
ある。使用される親水性部分は、ポリエーテルまたはポリエステルである。例としては、
マレイン酸とエチレングリコールとのポリエステル、ポリエチレングリコールまたはポリ
エチレングリコール誘導体のようなポリエーテルである。ポリエーテルは好ましい親水性
部分であり、これらのポリマーはそれぞれの組成物の貯蔵中に最良の耐化学薬品性をもた
らし、したがって最良の粘度安定性を提供するからである。ポリマー鎖は、ポリイソシア
ネートによって伸長される。
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【００５４】
　本明細書で好ましく使用される疎水性改質エトキシル化ウレタンは、ポリエチレングリ
コール構成単位及びウレタン構成単位を有するポリマーであり、ポリマー鎖は疎水性基で
エンドキャップされており、好ましくは以下の炭化水素の種類：Ｃ８～Ｃ４０直鎖アルキ
ル、アリール置換Ｃ２～Ｃ４０アルキル、Ｃ２～Ｃ４０アルキル置換フェニル、Ｃ８～Ｃ

４０分枝アルキル、Ｃ８～Ｃ４０炭素環式アルキル、ならびに直鎖または分枝鎖のＣ８～
Ｃ２２アルキル基、Ｃ８～Ｃ２２アリールアルキル基、Ｃ８～Ｃ２２アルキルアリール基
の群から選択される、Ｃ８～Ｃ８０コンプレックスエステルが特に好ましい。
【００５５】
　好ましい疎水性基は、約８～約４０個の炭素原子を有する直鎖または分枝状のアルキル
基、例えば、カプリル（Ｃ８）基、イソオクチル（分枝Ｃ８）基、ノニル（Ｃ９）基、デ
シル（Ｃ１０）基、ウンデシル（Ｃ１１）基、ラウリル（Ｃ１２）基、トリデシル（Ｃ１

３）基、ミリスチル（Ｃ１４）基、ペンタデシル（Ｃ１５）基、セチル（Ｃ１６）基、セ
テアリル（Ｃ１６～Ｃ１８）基、パルミトイル（Ｃ１６）基、ヘプタデシル（Ｃ１７）基
、ステアリル（Ｃ１８）基、イソステアリル（分枝Ｃ１８）基、ノナデシル（Ｃ１９）基
、アラキジル（Ｃ２０）基、ヘネイコシル（Ｃ２１）、ベヘニル基（Ｃ２２）、リグノセ
リル（Ｃ２４）基、セリル（Ｃ２６）基、モンタニル（Ｃ２８）基、メリシル（Ｃ３０）
基、ラセリル（Ｃ３２）基、オレイル基、リシノール酸メチル、好ましくはｎ－オクチル
基、ｎ－ドデシル基、イソトリデシル基、ミリシチル基、セチル基、オレイル基、ステア
リル基、オクチルフェニル基、ノニルフェニル基、ドデシルフェニル基である。
【００５６】
　他の実施形態では、疎水基は、天然源に由来する約８～約４０個の炭素原子を有する直
鎖状及び分枝状のアルキル基であり、これらに限定されないが、水素化ピーナッツ油、大
豆油及びキャノーラ油（全てが主にＣ１８）、水素化獣脂（Ｃ１６～Ｃ１８）など、なら
びに水素化Ｃ１０－Ｃ３０テルペノール例えば水素化ゲラニオール（分枝Ｃ１０）、水素
化ファルネソール（分枝Ｃ１５）、水素化フィトール（分枝Ｃ２０）など、から誘導され
たアルキル基が挙げられる。
【００５７】
　他の好ましい疎水性基は、オクチルフェニル、ノニルフェニル、デシルフェニル、ドデ
シルフェニル、ヘキサデシルフェニル、オクタデシルフェニル、イソオクチルフェニル、
ｓｅｃ－ブチルフェニルなどを含むＣ２～Ｃ４０アルキル置換フェニル基である。
【００５８】
　さらに好ましい疎水性基は、これらに限定されないが、コレステロール、ラノステロー
ル、７－デヒドロコレステロールなどのような動物源、フィトステロール、スチグマステ
ロール、カンペステロールなどの植物源、ならびにエルゴステロール、マイコステロール
などのような酵母源由来のステロールから誘導される基を含むＣ８～Ｃ４０炭素環式アル
キル基である。本発明において有用な他の炭素環式アルキル疎水性末端基としては、シク
ロオクチル、シクロドデシル、アダマンチル、デカヒドロナフチル、及びピネン、水素化
レチノール、カンファー、イソボルニルアルコールなどの天然炭素環材料由来の基が挙げ
られるがこれらに限定されない。
【００５９】
　典型的なアリール置換Ｃ２～Ｃ４０アルキル基には、スチリル（例えば、２－フェニル
エチル）、ジスチリル（例えば、２，４－ジフェニルブチル）、トリスチリル（例えば、
２，４，６－トリフェニルヘキシル）、４－フェニルブチル、２－メチル－２－フェニル
エチル、トリスチリルフェノキシなどが挙げられる。
【００６０】
　適切なＣ８～Ｃ８０コンプレックスエステルの非限定的な例としては、硬化ヒマシ油（
主に１２－ヒドロキシステアリン酸のトリグリセリド）；１，２－ジステアリルグリセロ
ール、１，２－ジパルミチルグリセロール、１，２－ジミリスチルグリセロールなどの１
，２－ジアシルグリセロール；３，４，６－トリステアリルグルコース、２，３－ジラウ
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リルフルクトースなどの糖のジ－、トリ－、またはポリ－エステル、ならびにソルビタン
エステルが含まれる。
【００６１】
　別の好ましい実施形態では、疎水性改質エトキシル化ウレタンは、ポリエチレングリコ
ー構成単位及びウレタン構成単位を有するポリマーであり、ポリマー鎖は疎水性基でエン
ドキャップされ、このウレタン構成単位は、ｍ／ｐ－テトラメチレンキシリレンジイソシ
アネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、４／２，４’－ジフェニルメタ
ンジイソシアネート、１，４－テトラメチレンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレ
ンジイソシアネート（「ＨＤＩ」）、１，１０－デカメチレンジイソシアネート、１，４
－シクロヘキシレンジイソシアネート、４，４’－メチレンビス（イソシアナトシクロヘ
キサン）、１－イソシアナト－３－イソシアナトメチル－３，５，５－トリメチルシクロ
ヘキサン（イソホロンジイソシアネート）、ｍ－及びｐ－フェニレンジイソシアネート、
２，６－及び２，４－トリレンジイソシアネート（「ＴＤＩ」）、キシレンジイソシアネ
ート、４－クロロ－１，３－フェニレンジイソシアネート、４，４’－ビフェニレンジイ
ソシアネート、４，４’－メチレンジフェニルイソシアネート（ＭＤＩ）、１，５－ナフ
チレンジイソシアネート、１，５－テトラヒドロナフチレンジイソシアネート及びテトラ
メチルキシレンジイソシアネートよりなる群から選択される、重合反応におけるジイソシ
アネートモノマーの使用により形成される。
【００６２】
　さらに別の好ましい実施形態では、疎水性改質エトキシル化ウレタンは、ポリエチレン
グリコール部分及びウレタン部分を有するポリマーであり、そのポリマー鎖は疎水性部分
でエンドキャップされ、使用されるポリエチレングリコール構成単位は１５００～１００
００ダルトン、好ましくは３０００～１００００ダルトン、より好ましくは４５００～７
５００ダルトン、さらにより好ましくは６０００～７５００ダルトンである。
【００６３】
　好適な疎水性改質エトキシル化ウレタン（ＨＥＵＲ）は、ＴＡＦＩＧＥＬ（登録商標）
ＰＵＲ（Ｍｕｎｚｉｎｇ　Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨ）、Ｒｈｅｏｖｉｓ（登録商標）ＰＵ
、Ｒｈｅｏｖｉｓ（登録商標）ＰＥ（ＢＡＳＦ）、Ａｃｒｙｓｏｌ（登録商標）、Ａｃｕ
ｓｏｌ（登録商標）８８０及びＡｃｕｓｏｌ（登録商標）８８２（Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓ）
の商品名で市販されている。
【００６４】
抗菌剤
　抗菌剤は、微生物を破壊するか、またはその複製を防止または阻害する組成物の成分で
ある。一態様では、本発明の組成物には１種類の抗菌剤のみ使用できる。別の好ましい態
様では、例えば、従来の抗菌剤のより低い濃度で効果的な殺菌を達成するために、異なる
化学薬品クラスまたは構造の抗菌剤の組み合わせが使用され得る。
【００６５】
　本発明の組成物は、少なくとも１種の抗菌剤を含む。本発明の好ましい実施形態では、
抗菌剤は、Ｉ２、ヨードフォア、特にポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）の
形態、直鎖または分枝鎖脂肪族Ｃ４～Ｃ１０カルボン酸特にカプリン酸及びカプリル酸、
オクタン酸、ノナン酸、デカン酸；乳酸、サリチル酸、ペルオキシカルボン酸、スルホペ
ルオキシカルボン酸、Ｃ１～Ｃ４アルカノール、イソプロピルアルコール、ベンジルアル
コール、ブロノポール（２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール）、ナトリ
ウムピリジナチオン、クロルヘキシジン、クロルヘキシジン二酢酸塩、クロルヘキシジン
ジグルコン酸、第四級アンモニウム化合物、例えばアルキルジメチルベンジルアンモニウ
ムの塩、ジアルキルジメチルアンモニウム化合物、ベンゼトニウム、スルホン酸、次亜ハ
ロゲン酸、アルカリ性ハイポハライト、二酸化塩素前駆体、塩素放出剤（特に次亜塩素酸
ナトリウム、さらに最近では塩素化イソシアヌレート）、次亜塩素酸塩、二酸化塩素、塩
素化イソシアヌレート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素、ヒドロキシキノン
、塩化アンモニウム、ヘキサクロロフェン、ジアフェン、塩化セチルピリジニウム、酸ア
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ニオン系（例えばアルキルアリールスルホン酸、アリールスルホン酸、アルキルスルホン
酸、アルキルアリール硫酸、アリール硫酸、アルキル硫酸、アルキルアリール硫酸）、オ
ルトフェニルフェノール、２，４，４’－トリクロロ－２”－ヒドロキシジフェニルエー
テル、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノールから選択することができるフェノール系
抗菌剤、ポリヘキサメチルビグアニド（ＣＡＳ３２２８９－５８－０）、グアニジン塩、
例えばポリヘキサメチレングアニジン塩酸塩（ＣＡＳ５７０２８－９６－３）、ポリヘキ
サメチレングアニジンヒドロホスフェート（８９６９７－７８－９）、及びポリ［２－（
２－エトキシ）－エトキシエチル］－グアニジニウムクロリド（ＣＡＳ３７４５７２－９
１－５）、及びそれらの混合物からなる群より選択される。
【００６６】
　別の好ましい実施形態において、本発明による水性抗菌膜形成性組成物は、抗菌剤とし
て、特にポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）の形態のヨードフォアと、直鎖
または分枝鎖脂肪族Ｃ４～Ｃ１０カルボン酸特にカプリン酸及びカプリル酸、オクタン酸
、ノナン酸、デカン酸；乳酸、サリチル酸、ペルオキシカルボン酸、スルホペルオキシカ
ルボン酸、Ｃ１～Ｃ４アルカノール、イソプロピルアルコール、ベンジルアルコール、ブ
ロノポール（２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール）、ナトリウムピリジ
ナチオン、クロルヘキシジン、クロルヘキシジン二酢酸塩、クロルヘキシジンジグルコン
酸、第四級アンモニウム化合物、例えばアルキルジメチルベンジルアンモニウムの塩、ジ
アルキルジメチルアンモニウム化合物、ベンゼトニウム、スルホン酸、次亜ハロゲン酸、
アルカリ性ハイポハライト、二酸化塩素前駆体、塩素放出剤（特に次亜塩素酸ナトリウム
、さらに最近では塩素化イソシアヌレート）、次亜塩素酸塩、二酸化塩素、塩素化イソシ
アヌレート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素、ヒドロキシキノン、塩化アン
モニウム、ヘキサクロロフェン、ジアフェン、塩化セチルピリジニウム、酸アニオン系（
例えばアルキルアリールスルホン酸、アリールスルホン酸、アルキルスルホン酸、アルキ
ルアリール硫酸、アリール硫酸、アルキル硫酸、アルキルアリール硫酸）、オルトフェニ
ルフェノール、２，４，４’－トリクロロ－２”－ヒドロキシジフェニルエーテル、４－
クロロ－３，５－ジメチルフェノールから選択することができるフェノール系抗菌剤、ポ
リヘキサメチルビグアニド（ＣＡＳ３２２８９－５８－０）、グアニジン塩、例えばポリ
ヘキサメチレングアニジン塩酸塩（ＣＡＳ５７０２８－９６－３）、ポリヘキサメチレン
グアニジンヒドロホスフェート（８９６９７－７８－９）、及びポリ［２－（２－エトキ
シ）－エトキシエチル］－グアニジニウムクロリド（ＣＡＳ３７４５７２－９１－５）、
及びそれらの混合物からなる群より選択されるものを含む、少なくとも１つのさらなる抗
菌剤と、を含む。
【００６７】
　上記のように、好ましい抗菌剤はヨードフォアであり、特に好ましいヨウ素化合物はポ
リビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）の形態で提供される。
【００６８】
ヨウ素化合物
　本発明のヨウ素化合物は、本発明の組成物の抗菌活性の一部を提供し、消毒または衛生
化する抗菌効力を提供するように選択される。本発明の組成物に適したヨウ素化合物は公
知であり、例えば、米国特許第４，２７１，１４９号、第５，３１０，５４９号、第５，
３６８，８６８号及び第５，５０３，８３８号に記載されており、その全体の開示は参照
により本明細書に組み込まれる。
【００６９】
　本組成物に使用される最も好ましい抗菌剤は、名目基準で約０．０５重量％～２．０重
量％、より好ましくは約０．１重量％～１．０重量％の平均入手可能（滴定可能）ヨウ素
レベルを有するヨウ素の形態である。好ましい実施形態では、ヨウ素化合物は、ヨードフ
ォアの形態で存在することができる。すなわち、ヨウ素化合物は、１つ以上の適切な界面
活性剤、または例えばポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）のような他の適切な錯化合物との
複合体として存在する。典型的には、ヨードフォアは、本発明の組成物中に存在して、作
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用する組成物中に約５００ｐｐｍ～６０００ｐｐｍ、好ましくは約１０００ｐｐｍ～３０
００ｐｐｍの遊離ヨウ素を提供することができる。ヨードフォアは公知であり、例えば、
米国特許第５，６１８，８４１号、同第５，３１０，５４９号等に記載されている。１つ
以上の界面活性剤を有するヨードフォアを調製するのに適した好ましい界面活性剤は、以
下でさらに論じられる。
【００７０】
　一実施形態では、本発明は、ヨウ素（Ｉ２）、ヨードフォア、すなわちポビドン－ヨー
ドのような、ヨウ素または三ヨウ化物と使用状態下に元素状ヨウ素を生成することができ
る担体との錯体、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される抗菌剤であって、こ
の抗菌剤は、約０．０５重量％～２．０重量％、好ましくは０．１重量％～１．０重量％
の利用可能なヨウ素濃度を提供するのに十分な量で存在する抗菌剤、を含む消毒組成物を
提供する。
【００７１】
　本発明の錯化ヨウ素は、ヨウ素と、エトキシル化界面活性剤、セルロース、セルロース
誘導体及びポリビニルピロリドン成分からなる群から選択される錯化剤、との使用によっ
て好ましく調製される。アルコキシル化（通常エトキシル化）界面活性剤には、アルキル
フェノールエトキシレート、エトキシル化脂肪酸、アルコールエトキシレート、アルコー
ルアルコキシレート、ポリソルベート（エトキシル化ソルビトール）及びエチレンオキシ
ド－プロピレンオキシドコポリマー（ポロキサマー）が含まれるが、これらに限定されな
い。好ましいポロキサマー界面活性剤は、米国特許第５，３６８，８６８号に記載されて
おり、その全体の開示は参照により本明細書に組み込まれる。これらの界面活性剤は、平
均分子量が２６００を超え、より好ましくは約２６００～４０００のポリオキシプロピレ
ン部分を含む。ポリオキシエチレン含量は、典型的には約３０．０～７５．０重量％、よ
り好ましくは約４０．０～７０．０重量％の範囲である。一般に、錯化剤は約０．４～１
０．０重量％、より好ましくは約０．４～４．０重量％のレベルで使用される。
【００７２】
　特に好ましい実施形態では、抗菌剤のヨウ素は、ポリビニルピロリドンとの複合体の形
態で提供される。ポリビニルピロリドン成分は、好ましくは、Ｋ－３０～Ｋ－９０ポビド
ンの群から選択される。ＰＶＰは、主としてヨウ素錯化剤として作用し、したがって抗菌
剤として作用するが、単独のフィルム形成剤または他のフィルム形成剤またはフィルム形
成ポリマーとの役目を果たしてもよい。使用レベルは、典型的にはＰＶＰ約０．５～５．
０重量％、より好ましくは約１．０～２．５重量％である。ヨウ素が抗菌剤として使用さ
れる場合、ＰＶＰは、フィルム形成剤及びヨウ素錯体の２つの機能を果たすことができる
。
【００７３】
アニオン性界面活性剤
　本発明に有用なアニオン性界面活性剤は、２．０～５．０の範囲のｐＨで乳房炎を引き
起こす生物に対して最大殺菌活性及び／または生体安定性を有する。したがって、これら
の界面活性剤は、一般に、０．０５重量％～５．０重量％、好ましくは０．１重量％～２
．０重量％の範囲で本組成物中に存在する。
【００７４】
　好ましいアニオン界面活性剤は、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸、直鎖アルキルベン
ゼンスルホン酸塩、アルキルα－スルホメチルエステル、α－オレフィンスルホン酸塩、
アルコールエーテルスルフェート、アルキルスルフェート、アルキルスルホスクシネート
、ジアルキルスルホスクシネート、ならびにそのアルカリ金属、アルカリ土類金属、アミ
ン及びアンモニウム塩である。好ましい具体例は、直鎖Ｃ１０～Ｃ１６アルキルベンゼン
スルホン酸、直鎖Ｃ１０～Ｃ１６アルキルベンゼンスルホネートまたはそのアルカリ金属
、アルカリ土類金属、アミン及びアンモニウム塩であり、例えばドデシルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム、Ｃ１４～Ｃ１６α－オレフィンスルホン酸ナトリウム、メチルα－スル
ホメチルエステルナトリウム及びメチルα－スルホ脂肪酸二ナトリウム塩等が挙げられる
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。
【００７５】
　直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩、または直鎖アルキルベンゼンスルホン酸（以後、
集合的に「ＬＡＳ」と呼ばれることもある）は中程度に有効な殺菌剤であり、特に弱酸性
媒体である。しかし、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸は、グラム陰性菌よりも、特に「
皮膚」ｐＨにおいて、すなわち５．０よりも高い黄色ブドウ球菌などのグラム陽性菌に対
して、一般的により活性である。これらの微生物は、それらの発生源が、水、土壌、不適
切に清掃された道具、肥料、感染した牛、人間の手などであり得る。大部分の黄色ブドウ
球菌などのグラム陽性菌は、哺乳動物（ヒトを含む）に発生するが、多くのグラム陰性菌
はヒトだけでなく動物の糞便中にも存在する。直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩は、グ
ラム陽性菌（例えば、黄色ブドウ球菌）及びグラム陰性菌（例えば、緑膿菌）の両方に対
して活性を提供すると思われる有用な種類のアニオン性界面活性剤である。ＬＡＳは、本
発明の組成物に許容される殺生物性結果を提供するために必要ではないが、本発明の組成
物の抗菌効果を改善する。ＬＡＳの直鎖状アルキル鎖に関しては、抗菌作用を減少させる
ほど短くはないが、水との非相溶性を生じさせるほど長いものであってはならない。した
がって、アルキル鎖は、好ましくは９～１８個、好ましくは１０～１６個、より好ましく
は１０～１３個の炭素原子の長さであるべきである。好ましい実施形態では、ドデシルベ
ンジルスルホン酸が使用される。
【００７６】
　本発明の好ましい態様において、アルキルベンゼンスルホン酸はＣ９～１８アルキルベ
ンゼンスルホン酸、さらに好ましくはＣ１０～１６アルキルベンゼンスルホン酸、より好
ましくはＣ１０～１３アルキルベンゼンスルホン酸である。さらに好ましくは、アルキル
ベンゼンスルホン酸は直鎖アルキルベンゼンスルホン酸、より好ましくは直鎖Ｃ１０～１

３アルキルベンゼンスルホン酸である。特定の好ましい実施形態では、アルキルベンゼン
スルホン酸は、アルキル基の炭素原子の平均数が１０～１３である直鎖アルキルベンゼン
スルホン酸である。別の特に好ましい実施形態では、アルキルベンゼンスルホン酸は、少
なくとも９５．０重量％のアルキルベンゼンスルホン酸がアルキル基中に１０～１３個の
炭素原子を有する直鎖アルキルベンゼンスルホン酸である。好ましいアルキルベンゼンス
ルホン酸はＭＡＲＬＯＮ（登録商標）ＡＳ３（Ｓａｓｏｌ　Ｇｅｒｍａｎｙ　ＧｍｂＨ、
Ｍａｒｌ、Ｇｅｒｍａｎｙ）として市販されている。好ましくは、本発明の組成物は、組
成物の全重量に対して、０．０５重量％～５．０重量％、さらに好ましくは０．１重量％
～２．０重量％、特に好ましくは０．１重量％～０．５重量％のアルキルベンゼンスルホ
ン酸、好ましくはＣ９～１８アルキルベンゼンスルホン酸、さらに好ましくはＣ１０～１

６アルキルベンゼンスルホン酸、より好ましくはＣ１０～１３アルキルベンゼンスルホン
酸、さらに好ましくは直鎖アルキルベンゼンスルホン酸、より好ましくは直鎖Ｃ１０～１

３アルキルベンゼンスルホン酸であって、アルキル基中の炭素原子の平均数が１０～１３
、好ましくは０．０５～５．０重量％、さらに好ましくは０．１～２．０重量％、及び特
別に好ましくは０．１重量％～０．５重量％のＣ１０～Ｃ１３アルキルベンゼンスルホン
酸、を含む。
【００７７】
過カルボン酸
　本発明による噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物はまた、過酸、対応するカルボン酸、
過酸化水素及び水からなる化学平衡として存在するペルオキシカルボン酸とも呼ばれる過
酸を抗菌剤として含むことができる。
【００７８】
　一般に、ペルオキシカルボン酸を本発明に従って調合する場合、酢酸などのモノカルボ
ン酸を過酸化水素などの酸化剤と組み合わせる。この組み合わせの結果は、ペルオキシ酢
酸などのペルオキシカルボン酸及び水を生成する反応である。反応は、以下の式に従って
平衡に従う。
Ｈ２Ｏ２＋ＲＣＯＯＨ＝＝＝＝＝＝＝ＲＣＯＯＯＨ＋Ｈ２Ｏ
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式中、Ｋｅｑは２．０である。
【００７９】
　平衡の重要性は、過酸化水素、カルボン酸及びペルオキシカルボン酸が同じ組成物中に
同時に存在することに起因する。この組み合わせは、カルボン酸単独と比較して強化され
た衛生化を提供する。
【００８０】
　平衡混合物の第１の成分は、１つ以上のカルボン酸を含む。カルボン酸は、反応生成物
であるペルオキシカルボン酸の前駆体として機能する一方、酸性度及び抗菌効力の源を提
供する。酸性度はペルオキシカルボン酸の平衡濃度を安定化し、さもなければ維持するの
に役立つ。
【００８１】
　本発明の抗菌組成物の他の主成分は、酸化カルボン酸である。この酸化したまたはペル
オキシカルボン酸は、平衡反応混合物中の過酸化水素及びモノカルボン酸と組み合わされ
た場合、高められた抗菌効力を提供する。一般に、任意の数のペルオキシカルボン酸が、
本発明の方法に従って有用である。
【００８２】
　過酸は、抗菌活性を示すのに十分な量で存在する。種々のペルオキシカルボン酸を本発
明の組成物に使用することができる。本発明の好ましい実施形態によれば、適切なペルオ
キシカルボン酸には、本明細書に記載の、エステルペルオキシカルボン酸、アルキルエス
テルペルオキシカルボン酸、及び／またはいくつかの異なるペルオキシカルボン酸の組み
合わせが含まれる。
【００８３】
　本発明による水性抗菌組成物は、少なくとも１種の過カルボン酸を含む。いくつかの実
施形態では、本発明の組成物は、少なくとも２つ以上の過カルボン酸を含む。
【００８４】
　本発明の好ましい実施形態では、組成物は、
　ａ）一般式（Ｉ）Ｒ１－Ｏ２Ｃ－（ＣＨ２）ｐ－ＣＯ３Ｈに対応し、式中、Ｒ１は水素
原子または１～４個の炭素原子を含むアルキル基であり、ｐは１～４の整数である、過酸
またはその塩、
　ｂ）過カルボン酸が１～１８個の炭素原子を含むフタルイミド過カルボン酸（ＩＩ）ま
たはその塩、
　ｃ）式（ＩＩＩ）Ｒ２－ＣＯ３Ｈに対応し、Ｒ２が１～２２個、好ましくは１～１８個
の炭素原子を含むアルキル基またはアルケニル基である、化合物、から選択される過酸を
含む。
【００８５】
　組成物のなおさらなる好ましい実施形態では、
　ａ）一般式（Ｉ）Ｒ１－Ｏ２Ｃ－（ＣＨ２）ｐ－ＣＯ３Ｈに対応し、式中、Ｒ１は水素
原子またはメチル基であり、ｐは１～４の整数である、過酸またはその塩、
　ｂ）過カルボン酸が１～８個の炭素原子を含むフタルイミド過カルボン酸（ＩＩ）また
はその塩、
　ｃ）式（ＩＩＩ）Ｒ２－ＣＯ３Ｈに対応し、式中、Ｒ２は１～１２個の炭素原子を含む
アルキル基またはアルケニル基である、化合物、から選択される過酸が含まれる。
【００８６】
　さらに好ましくは、過酸は、過酢酸、過プロピオン酸、過オクタン酸、フタルイミド過
ヘキサン酸、フタルイミド過オクタン酸、過コハク酸、過コハク酸モノメチルエステル、
過グルタル酸、過グルタル酸モノメチルエステル、過アジピン酸、過アジピン酸モノメチ
ルエステル、過コハク酸及び過コハク酸モノメチルエステルから選択される。
【００８７】
　さらに別の好ましい実施形態では、対応するペルオキシカルボン酸を提供するために本
発明の組成物と共に使用するカルボン酸には、Ｃ１～Ｃ２２カルボン酸が含まれる。一態
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様では、任意の適切なＣ１～Ｃ２２カルボン酸を本発明の組成物に使用することができる
。いくつかの実施形態では、Ｃ１～Ｃ２２カルボン酸は、Ｃ２～Ｃ２０カルボン酸である
。いくつかの実施形態では、Ｃ１～Ｃ２２カルボン酸は、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５

、Ｃ６、Ｃ７、Ｃ８、Ｃ９、Ｃ１０、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１５、Ｃ１６

、Ｃ１７、Ｃ１８、Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２１、またはＣ２２カルボン酸である。本発明の
組成物と共に使用するためのさらに好ましいカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ１８の、より好まし
くはＣ１～Ｃ１２のカルボン酸である。特に本発明の組成物と共に使用するためのカルボ
ン酸は、Ｃ５～Ｃ１２カルボン酸であってもよい。特に好ましい実施形態では、本発明の
組成物と共に使用するためのカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ４カルボン酸である。適切なカルボ
ン酸の例には、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、ペンタン酸、ヘキサン酸、ヘプタン酸
、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸、ドデカン酸、ならびにそれらの分枝
鎖異性体、乳酸、マレイン酸、アスコルビン酸、クエン酸、ヒドロキシ酢酸、ネオペンタ
ン酸、ネオヘプタン酸。ネオデカン酸、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、ア
ジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、セバシン酸、及びこれらの混合物を含むがこれらに
限定されるものではない。特に好ましいカルボン酸は酢酸である。組成物は、いくつかの
異なるカルボン酸の組み合わせを利用することができる。いくつかの好ましい実施形態で
は、組成物は、１つ以上のＣ１～Ｃ４カルボン酸及び１つ以上のＣ５～Ｃ１２カルボン酸
を含む。さらに好ましい態様において、Ｃ１～Ｃ４カルボン酸は酢酸であり、Ｃ５～Ｃ１

２酸はオクタン酸である。
【００８８】
　カルボン酸に対応して、本発明の水性抗菌組成物は、少なくとも１種のペルオキシカル
ボン酸を含む。好ましい実施形態では、本発明の組成物と共に使用するためのペルオキシ
カルボン酸は、Ｃ１～Ｃ２２ペルオキシカルボン酸を含む。一態様では、任意の適切なＣ

１～Ｃ２２過カルボン酸を本発明の組成物に使用することができる。いくつかの実施形態
では、Ｃ１～Ｃ２２過カルボン酸は、Ｃ２～Ｃ２０過カルボン酸である。他の実施形態で
は、Ｃ１～Ｃ２２ペルカルボン酸は、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５、Ｃ６、Ｃ７、Ｃ８

、Ｃ９、Ｃ１０、Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４、Ｃ１５、Ｃ１６、Ｃ１７、Ｃ１８、
Ｃ１９、Ｃ２０、Ｃ２１及びＣ２２過カルボン酸である。本発明の組成物と共に使用する
ためのさらに好ましいペルオキシカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ１８の、より好ましくはＣ１～
Ｃ１２のペルオキシカルボン酸である。特に本発明の組成物と共に使用するためのペルオ
キシカルボン酸は、Ｃ５～Ｃ１２ペルオキシカルボン酸であってもよい。特に好ましい実
施形態では、本発明の組成物と共に使用するためのカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ４ペルオキシ
カルボン酸である。本発明の組成物に有益なペルオキシカルボン酸の例には、ペルオキシ
ギ酸、ペルオキシ酢酸、ペルオキシプロピオン酸、ペルオキシ酪酸、ペルオキシペンタン
酸、ペルオキシヘキサン酸、ペルオキシヘプタン酸、ペルオキシオクタン酸、ペルオキシ
ノナン酸、ペルオキシデカン酸、ペルオキシウンデカン酸、ペルオキシドデカン酸、なら
びにそれらの分枝鎖異性体の過酸、ペルオキシ乳酸、ペルオキシマレイン酸、ペルオキシ
アスコルビン酸、ペルオキシクエン酸、ペルオキシヒドロキシ酢酸、ペルオキシネオペン
タン酸、ペルオキシネオヘプタン酸、ペルオキシネオデカン酸、ペルオキシシュウ酸、ペ
ルオキシマロン酸、ペルオキシコハク酸、ペルオキシグルタル酸、ペルオキシアジピン酸
、ペルオキシピメリン酸、ペルオキシスベリン酸、ペルオキシセバシン酸、及びこれらの
混合物を含む。特に好ましいペルオキシカルボン酸はペルオキシ酢酸である。組成物は、
いくつかの異なるペルオキシカルボン酸の組み合わせを利用することができる。いくつか
の好ましい実施形態では、組成物は、１つ以上のＣ１～Ｃ４ペルオキシカルボン酸及び１
つ以上のＣ５～Ｃ１２ペルオキシカルボン酸を含む。さらに好ましい態様において、Ｃ１

～Ｃ４ペルオキシカルボン酸はペルオキシ酢酸であり、Ｃ５～Ｃ１２酸はペルオキシオク
タン酸である。
【００８９】
　好ましい実施形態では、組成物はペルオキシ酢酸を含む。ペルオキシ酢酸（または過酢
酸）酸は、式：ＣＨ３ＣＯＯＯＨを有するペルオキシカルボン酸である。一般に、ペルオ
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キシ酢酸は、より高濃度で刺激臭のある液体であり、水、アルコール、エーテル、及び硫
酸に自由に溶解する。ペルオキシ酢酸は、酢酸コバルトの存在下でのアセトアルデヒド及
び酸素からの調製を含む、当業者に公知のいくつもの方法によって調製することができる
。ペルオキシカルボン酸の溶液は、対応するカルボン酸と過酸化水素とを混合することに
よって得ることができる。ペルオキシ酢酸の溶液は、酢酸と過酸化水素とを混合すること
によって得ることができる。ペルオキシ酢酸の５０％溶液は、無水酢酸、過酸化水素及び
硫酸を混合することによって得ることができる。
【００９０】
　好ましい実施形態において、組成物は、ペルオキシオクタン酸、ペルオキシノナン酸、
またはペルオキシヘプタン酸を含む。さらに好ましい態様において、組成物はペルオキシ
オクタン酸を含む。ペルオキシオクタン酸（または過オクタン酸）は、例えばｎ－ペルオ
キシオクタン酸：ＣＨ３（ＣＨ２）６ＣＯＯＯＨの式を有するペルオキシカルボン酸であ
る。ペルオキシオクタン酸は、直鎖アルキル部分を有する酸、分枝アルキル部分を有する
酸、またはそれらの混合物であり得る。ペルオキシオクタン酸は、当業者に公知のいくつ
もの方法によって調製することができる。ペルオキシオクタン酸の溶液は、オクタン酸と
過酸化水素及びヒドロトロープ、溶媒または担体を混合することによって得ることができ
る。
【００９１】
　有用なペルオキシカルボン酸にはまた、本明細書に記載のエステルペルオキシカルボン
酸及びそれらのエステルペルオキシカルボン酸を含む本発明の組成物が含まれる。２つ以
上のカルボキシレート部分を有するカルボン酸のペルオキシ形態は、ペルオキシカルボキ
シル部分として存在する１つ以上のカルボキシル部分を有することができる。これらのペ
ルオキシカルボン酸は、水性混合物中で良好な安定性と共に良好な抗菌作用を提供するこ
とが見出されている。好ましい実施形態では、本発明の組成物は、いくつかの異なるペル
オキシカルボン酸の組み合わせを利用する。好適なアルキルエステルカルボン酸の例には
、モノメチルシュウ酸、モノメチルマロン酸、モノメチルコハク酸、モノメチルグルタル
酸、モノメチルアジピン酸、モノメチルピメリン酸、モノメチルスベリン酸及びモノメチ
ルセバシン酸が；モノエチルシュウ酸、モノエチルマロン酸、モノエチルコハク酸、モノ
エチルグルタル酸、モノエチルアジピン酸、モノエチルピメリン酸、モノエチルスベリン
酸及びモノエチルセバシン酸；プロピルがｎ－プロピルもしくはイソプロピルであってよ
い、モノプロピルシュウ酸、モノプロピルマロン酸、モノプロピルコハク酸、モノプロピ
ルグルタル酸、モノプロピルアジピン酸、モノプロピルピメリン酸、モノプロピルスベリ
ン酸及びモノプロピルセバシン酸；ブチルがｎ－ブチル、イソブチルもしくは第三ブチル
であってよい、モノブチルシュウ酸、モノブチルマロン酸、モノブチルコハク酸、モノブ
チルグルタル酸、モノブチルアジピン酸、モノブチルピメリン酸、モノブチルスベリン酸
及びモノブチルセバシン酸、が含まれる。
【００９２】
　さらに好ましい実施形態において、水性抗菌組成物は、０．０１重量％～１０．０重量
％の過酸を含む。さらに好ましくは、組成物は０．０１～１８．０重量％の過酸化水素を
含有する。さらにより好ましくは、組成物は、少なくとも過酸化水素、過酸及び対応する
カルボン酸の混合物を含む。最も好ましくは、組成物は少なくとも過酸化水素、ペルオキ
シ酢酸及び酢酸を含む。さらに好ましい実施形態では、本発明の水性抗菌組成物は、０．
０１重量％～１０．０重量％のペルオキシ酢酸を含む。ペルオキシカルボン酸とも呼ばれ
る過酸は、過酸、対応するカルボン酸、過酸化水素及び水からなる化学平衡として存在し
、その量は、「０．０１重量％～１０．０重量％の過酸」または「０．０１重量％～１０
．０重量％のペルオキシ酢酸」とは、「０．０１重量％～１０．０重量％の過酸及び対応
する０．０００重量％～２０．０重量％のカルボン酸」及び「０．０１重量％～１０．０
重量％のペルオキシ酢酸及び０．０００重量％～２０．０重量％の酢酸」をそれぞれ意味
する。
【００９３】
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　当業者には理解されるように、ペルオキシカルボン酸はカルボン酸ほど安定ではないが
、その安定性は一般に分子量の増加と共に増加する。これらの酸の熱分解は、一般にフリ
ーラジカル及び非ラジカル経路、光分解もしくはラジカル誘導分解、または金属イオンま
たは錯体の作用によって進行し得る。過カルボン酸は、過酸化水素とカルボン酸との直接
的な酸触媒平衡作用、アルデヒドの自動酸化、または酸塩化物、水素化物またはカルボン
酸無水物と水素または過酸化水素と、から製造することができる。
【００９４】
ペルオキシカルボン酸の製造
　ペルオキシカルボン酸を製造するための例示的な方法及び装置は、米国特許第７，５４
７，４２１号及び米国特許第８，０１７，０８２号（発明の名称「Ａｐｐａｒａｔｕｓ　
ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｍａｋｉｎｇ　ａ　Ｐｅｒｏｘｙｃａｒｂｏｘｙｌｉｃ
　Ａｃｉｄ」）に開示されており、参照によりその全体が本明細書に明示的に組み込まれ
る。本発明に従って使用される特定のペルオキシカルボン酸を製造するためのこれら及び
他の既知の方法及び装置は、本発明の範囲内に含まれる。
【００９５】
　いくつかの態様において、周囲条件下で、ペルオキシカルボン酸組成物を製造する反応
は、平衡状態でペルオキシカルボン酸の望ましい濃度に到達するまでに１週間以上かかる
ことがある。他の態様では、約６０分以内または数時間以内に最大量のペルオキシカルボ
ン酸組成物に達するように条件を改変することができる。当業者は、特定の時間内に望ま
しい濃度を得るために、ペルオキシカルボン酸反応の条件に対する種々の変更を確認する
であろう。
【００９６】
スルホペルオキシカルボン酸
　本明細書で使用される「スルホペルオキシカルボン酸」または「スルホン化ペルオキシ
カルボン酸」という用語は、スルホン化カルボン酸のペルオキシカルボン酸形態を指す。
スルホペルオキシカルボン酸は、抗菌剤として単独で使用することができ、または他の抗
菌剤と組み合わせることができる。
【００９７】
　本発明による抗菌剤として使用することができるスルホペルオキシカルボン酸、スルホ
ン化ペルオキシカルボン酸及び／またはその誘導体は、国際出願ＷＯ２００９／１１８７
１４　Ａ２に記載されており、参照により完全に組み込まれる。
【００９８】
　本発明の好ましい実施形態では、次式：Ｒ３－ＣＨ（ＳＯ３－Ｘ＋）Ｒ４－ＣＯＯＯＨ
、式中、Ｒ３は水素原子または置換または非置換のアルキル基であり、Ｒ４は置換または
非置換のアルキル基であり、Ｘは、水素原子、カチオン性基またはエステル形成部分であ
る、のスルホペルオキシカルボン酸、またはその塩もしくはエステルである。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、Ｒ３は、置換または非置換のＣｍアルキル基であり、Ｘは、
水素原子、カチオン性基、またはエステル形成部分であり、Ｒ４は置換または非置換のＣ

ｎアルキル基であり、ｍ＝１～１０、ｎ＝１～１０、ｍ＋ｎが１８未満であるか、または
それらの塩、エステルまたは混合物である。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、Ｒ３は水素原子である。他の実施形態では、Ｒ３は、置換ま
たは非置換のアルキル基である。いくつかの実施形態では、Ｒ３は、環状アルキル基を含
まない置換または非置換アルキル基である。いくつかの実施形態では、Ｒ３は置換アルキ
ル基である。いくつかの実施形態において、Ｒ３は、非置換Ｃ１～Ｃ９アルキル基である
。いくつかの実施形態では、Ｒ３は、非置換Ｃ７またはＣ８アルキルである。他の実施形
態では、Ｒ３は置換Ｃ８～Ｃ１０アルキル基である。いくつかの実施形態では、Ｒ３は、
少なくとも１個、または少なくとも２個のヒドロキシル基で置換された置換Ｃ８～Ｃ１０

アルキル基である。さらに他の実施形態では、Ｒ３は置換されたＣ１～Ｃ９アルキル基で



(22) JP 2020-122020 A 2020.8.13

10

20

30

40

50

ある。いくつかの実施形態において、Ｒ３は、少なくとも１個のＳＯ３Ｈ基で置換された
、置換Ｃ１～Ｃ９置換アルキル基である。
【０１０１】
　他の実施形態では、Ｒ３はＣ９～Ｃ１０置換アルキル基である。いくつかの実施形態で
は、Ｒ３は、炭素骨格上の炭素のうちの少なくとも２つが複素環基を形成する置換された
Ｃ９～Ｃ１０アルキル基である。いくつかの実施形態では、複素環基はエポキシド基であ
る。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、Ｒ４は、置換されたＣ１～Ｃ１０アルキル基である。い
くつかの実施形態では、Ｒ４は置換Ｃ８～Ｃ１０アルキルである。いくつかの実施形態に
おいて、Ｒ４は、非置換Ｃ６～Ｃ９アルキルである。他の実施形態において、Ｒ４は、少
なくとも１個のヒドロキシル基で置換されたＣ８～Ｃ１０アルキル基である。いくつかの
実施形態において、Ｒ４は、少なくとも２個のヒドロキシル基で置換されたＣ１０アルキ
ル基である。他の実施形態において、Ｒ４は、少なくとも１つのＳＯ３Ｈ基で置換された
Ｃ８アルキル基である。いくつかの実施形態において、Ｒ４は、炭素主鎖上の炭素のうち
の少なくとも２つが複素環基を形成する置換されたＣ９基である。いくつかの実施形態で
は、複素環基はエポキシド基である。
【０１０３】
　いくつかの実施形態では、Ｒ３はＣ８～Ｃ９置換または非置換アルキルであり、Ｒ４は
Ｃ７～Ｃ８置換または非置換アルキルである。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、本発明の化合物は、
１０－ヒドロキシ－９－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
９，１０－ジヒドロキシ－８－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
９－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
１１－スルホウンデカンペルオキソ酸、
１０，１１－ジスルホウンデカンペルオキソ酸、
８－（３－オクチルオキシラン－２－イル）－８－スルホオクタンベルオキソ酸、
９，１０－ジヒドロキシ－１１－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
９－（１－スルホヘプチルオキシラン－２－イル）－９－ノナンペルオキソ酸、
９－ヒドロキシ－１０－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
１０－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
９，１０－ジスルホオクタデカンペルオキソ酸、
１０－スルホンウンデカンペルオキソ酸、
９－（３－オクチルオキシラン－２－イル）－９－スルホノナンペルオキソ酸、
１０，１１－ジヒドロキシ－９－スルホオクタデカンペルオキソ酸、
８，９－ジヒドロキシ－１０－スルホオクタデカンペルオキソ酸、よりなる群から選択さ
れる。
【０１０５】
　いくつかの実施形態において、ペルオキシカルボキシル脂肪酸の調製のための抗菌剤は
、スルホン化脂肪酸であり得る。抗菌剤としての使用に適したスルホン化脂肪酸には、１
１－スルホンウンデカン酸、１０，１１－ジスルホウンデカン酸、スルホン化オレイン酸
、スルホン化リノール酸、スルホン化パルミチン酸及びスルホン化ステアリン酸が含まれ
るが、これらに限定されない。
【０１０６】
　スルホペルオキシ酸は、種々の反応機構を用いて形成することができる。例えば、いく
つかの実施形態では、この過酸は、過酸化水素と物質との直接的な酸触媒平衡作用によっ
て形成される。
【０１０７】
ポリオキシアルキレンエーテルカルボン酸／アルキルエーテルカルボン酸
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　本発明の組成物において界面活性剤として使用することができるさらなる化合物は、ポ
リオキシアルキレンエーテルカルボン酸である。したがって、本発明による組成物の好ま
しい実施形態では、ポリオキシアルキレンエーテルカルボン酸は、アルキルエーテルカル
ボン酸とも呼ばれ、特にポリオキシプロピレンまたはポリオキシエチレンエーテルカルボ
ン酸が含まれる。ポリオキシプロピレンまたはポリオキシエチレンエーテルカルボン酸、
特にポリオキシエチレンエーテルカルボン酸は、対応するアルカノールを置換基Ｒで最初
にそれぞれプロポキシル化またはエトキシル化し、プロポキシレート及びエトキシレート
をそれぞれクロロ酢酸で反応させることによって調製することができる。プロポキシル化
／エトキシル化工程では、規定された数のプロポキシ／エトキシ基を有する純粋な物質で
はなく、プロポキシル化／エトキシル化の程度が異なるプロポキシル化／エトキシル化生
成物の混合物が得られるので、エーテルカルボン酸は一般に対応する混合生成物である。
さらに、プロポキシ基及びエトキシ基を有する生成物を調製することができる。アルキル
基Ｒが炭素数４～８個の炭素原子を有するアルキルエーテルカルボン酸が好ましく用いら
れる。本発明の膜形成性組成物は、好ましくは０．５～２．０重量％のポリオキシアルキ
レンエーテルカルボン酸を含む。好ましくは、ポリオキシアルキレンエーテルカルボン酸
の混合物は、本発明の組成物に含まれ、特にカプリルエト－９カルボン酸（ＲＯ－（Ｃ２

Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨ、式中Ｒ＝Ｃ８アルキル基、ｎは約５であり、ＣＡＳ番
号５３５６３－７０－５）及びブテト－２カルボン酸（ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ

２－ＣＯＯＨ、Ｒ＝Ｃ４アルキル基、ｎは約２であり、ＣＡＳ番号７５４２７－７６－８
）はＫＡＯ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＡｋｙｐｔｏ（登録商標）ＬＦ６として市販されて
いる。
【０１０８】
　好ましい実施形態では、組成物は、特に以下の式Ｒ－Ｏ－（Ｃ３Ｈ６－Ｏ）ｍ－（Ｃ２

Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子を有するアル
キル基であり、ｍは０～８の整数であり、ｎは０～８の整数であり、ｍまたはｎのうちの
少なくとも１つは０ではない、ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカルボン酸を含む
。
【０１０９】
　さらに好ましい組成物は、以下の式Ｒ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを
有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数で
ある、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸を含む。
【０１１０】
消泡剤
　一般に、本発明に従って使用することができる泡止め剤または消泡剤には、シリカ及び
シリコーンが含まれ、脂肪酸またはエステル、アルコール、硫酸塩またはスルホン酸塩、
アミンまたはアミド、フルオロクロロ炭化水素のようなハロゲン化化合物、植物油、ワッ
クス、鉱油ならびにそれらのスルホン化または硫酸化誘導体、脂肪酸及び／またはそれら
の石鹸、例えばアルカリ、アルカリ土類金属石鹸、及びリン酸塩及びリン酸エステル、例
えばアルキル及びアルカリ二リン酸、及びリン酸トリブチル、及びそれらの混合物が含ま
れる。
【０１１１】
　より効果的な消泡剤の１つにシリコーンが含まれる。ジメチルシリコーン、グリコール
ポリシロキサン、メチルフェノールポリシロキサン、トリアルキルまたはテトラアルキル
シラン、疎水性シリカ消泡剤及びそれらの混合物のようなシリコーンは全て、消泡用途に
使用することができる。一般に入手可能な市販の消泡剤には、有機エマルジョン中に結合
されたシリコーンであるＡｒｍｏｕｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙのＡｒｄｅｆｏａｍ（登録商標）のようなシリコーン、シリコーン及び非シリ
コーンタイプの消泡剤ならびにシリコーンエステルであるＫｒｕｓａｂｌｅ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＦｏａｍ　Ｋｉｌｌ（登録商標）またはＫｒｅｓ
ｓｅｏ（登録商標）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＡｎｔｉ－Ｆ
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ｏａｍ　Ａ（登録商標）、ＤＣ－２００ｍ、Ｘｉａｍｅｔｅｒ（登録商標）ＡＣＰ－０５
４４　Ａｎｔｉｆｏａｍ、のようなシリコーンを含む。これらの消泡剤は、約０．００１
重量％～約３．０重量％、約０．００５重量％～約１．０重量％、約０．０２重量％～約
０．２重量％の濃度範囲で存在できる。
【０１１２】
　本発明の好ましい実施形態において使用することができる他の消泡剤には、Ｃｌａｒｉ
ａｎｔのＡｎｔｉｍｕｓｓｏｌ（登録商標）のような有機アミド、またはＭuｎｚｉｎｇ
のＡｇｉｔａｎ（登録商標）なのような油及び／またはポリアルキレンベースの化合物、
またはＳａｓｏｌからのＩｓｏｆｏｌ（登録商標）のような分枝状脂肪アルコールを含む
。
【０１１３】
　本発明の組成物は、アルカリ性環境において安定であり、酸化的に安定であるアルコー
ルアルコキシレートをベースとする泡止め剤または消泡剤をさらに含むことができる。
この目的のために、より効果的な消泡剤の１つは、アルコール鎖長が約Ｃ８～Ｃ１２、よ
り具体的にはＣ９～Ｃ１１であり、アルキレンオキシド部分の全部または一部にポリプロ
ピレンオキシドアルコキシレートを有するアルコールアルコキシレートである。このタイ
プの一般的に利用可能な市販の消泡剤としては、ＢＡＳＦ　Ｄｅｇｒｅｓｓａｌのような
、特にＤｅｇｒｅｓｓａｌ　ＳＤ２０アルコキシレートが挙げられる。
【０１１４】
　さらにＢＡＳＦのＰｌｕｒａｆａｃ（登録商標）タイプやＣｏｇｎｉｓのＤｅｈｙｐｏ
ｎ（登録商標）タイプのようないわゆる曇り点消泡剤（典型的にはエトキシル化／プロポ
キシル化アルコールからなる非イオン性界面活性剤）を本発明で使用することができる。
【０１１５】
緩衝剤及びｐＨ調整剤
　組成物のｐＨ値は、酸性または塩基性成分の添加によって選択的に調整することができ
る。一般に、酸性ｐＨが好ましい。ｐＨ調整剤として使用するのに適した酸としては、例
えば、クエン酸、酢酸、乳酸、リン酸、亜リン酸、スルファミン酸、硝酸、亜硝酸及び塩
酸が含まれる。抗菌性有機酸として選択される有機酸、例えば乳酸もまたｐＨに影響を及
ぼし、したがってこの段落で論じたような調整効果を有することは、当業者に認識される
であろう。鉱酸を用いてｐＨを大幅に下げることができる。水酸化ナトリウム、水酸化カ
リウム、炭酸ナトリウム、重炭酸ナトリウム、ジホスホネート酸一ナトリウム（ｍｏｎｏ
ｓｏｄｉｕｍ　ａｃｉｄ　ｄｉｐｈｏｓｐｈｏｎａｔｅ）、トリエタノールアミンまたは
それらの組み合わせなどのアルカリ剤を添加することによって、ｐＨを上昇またはアルカ
リ性にすることができる。クエン酸、乳酸、リン酸などの伝統的な酸緩衝剤もまた、所望
のｐＨを維持するために使用され得る。組成物のｐＨ値は、酸性または塩基性または緩衝
性物質の添加によって調整することができる。
【０１１６】
　ｐＨの物理的性質は、酸または塩基の添加によって調整することができ、皮膚に接触す
ることを意図する乳頭浸漬組成物及び他の組成物での使用には、２．０～８．０の範囲が
広く好ましい。より好ましい意味では、この範囲は２．０～５．５、さらに好ましくは２
．０～５．０、さらにより好ましくは２．５～４．５である。
【０１１７】
スキンコンディショニング剤
　本発明の乳頭浸漬組成物はまた、潤滑し、状態を整え、及び一般的に刺激を軽減し、な
らびに抗菌成分に、搾乳機の機械的作用に、または極寒風速冷却（ｆｒｉｇｉｄ　ｔｅｍ
ｐｅｒａｔｕｒｅｓ　ｗｉｎｄ　ｃｈｉｌｌ）、脱水、擦過傷、風焼け及び日焼けのよう
な環境条件に、由来する乳頭表面の治癒を促進するため、皮膚軟化剤、保湿剤、湿潤剤ま
たは再脂剤（ｒｅ－ｆａｔｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）を含むことができる。任意の水混和性
、可溶性または分散性スキンコンディショニング剤を本発明で使用することができる。多
価アルコールなどの組成物は、グリセリン、ソルビトール、マンニトール、及びプロピレ
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ングリコール及びそのホモポリマー、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）２００～１０，
０００、ポリエチレングリコールエステル、アシルラクチレート、ポリクオタニウム－７
、グリセロールココエート／ラウレート、ＰＥＧ－７グリセロールココエート、ステアリ
ン酸、加水分解シルクペプチド、シルクタンパク質、グアーヒドロキシプロピルトリモニ
ウムクロライド、アルキルポリグルコシド／グリセリルラウリン酸塩、シアバター及びコ
コバター、イソプロピルパルミテートまたはイソプロピルミリステート及び類似のエステ
ルを含む単純なモノハイドリルアルコールの脂肪酸エステル、Ｄ－パンテノール、脂肪酸
のポリオールエステル；エトキシル化ラノリン、植物油、及び類似の天然由来の誘導体例
えばアロエ、二酸化チタン、酸化亜鉛、オクチルメトキシシンナメート（ＯＭＣ）、４－
メチルベンジリデンカンファー（４－ＭＢＣ）、オキシベンゾン及びホモサレートのよう
な日焼け止め剤；アロエベラ、カラミン、ミント、メントール、カンフル、抗ヒスタミン
剤、コルチコステロイド、ベンゾカイン及びパロキサミンＨＣｌのようなかゆみ止め剤ま
たは麻痺剤が挙げられる。本発明で使用される好ましい皮膚軟化剤には、グリセリン、及
びプロピレングリコール及びラノリンが含まれる。好ましくは、担体媒体中の凝固点降下
剤成分は、皮膚軟化剤／保湿剤／湿潤剤としても作用する。例えば、いくつかの好ましい
実施形態では、プロピレングリコール及びグリセリンは、組成物中に高濃度で存在し、凝
固点降下剤及び皮膚軟化剤の両方として作用する。
【０１１８】
不透明化剤及び染料
組成物はまた、一般的に知られているように、染料、顔料、マーキング剤、または他のそ
のような成分を含むことができる。不透明化剤または染料は、本発明の組成物に任意に含
まれる。例えば、乳頭の色は、特定の牛が治療されたことを酪農家に伝える。牛乳の汚染
の可能性のある問題を排除するために、例えばタルトラジンＥ１０２などのＦＤ＆Ｃ認定
（食品グレード）染料のみを使用することが好ましい。二酸化チタン（ＴｉＯ２）は不透
明化剤として広く使用されており、様々な着色料と組み合わせて使用することもできる。
【実施例】
【０１１９】
　組成物及び方法は、以下の非限定的な実施例によってさらに説明される。
【０１２０】
実施例１：調合物及び方法
　１．１　調合物
一連の抗菌乳頭浸漬調合物を調製した。添加する各成分の量は、表１～４の調合物Ｆ１～
Ｆ９、Ａ１～Ａ７及びＦ１０～Ｆ２２として示される例に記載されている。
【０１２１】
　他に特定しない限り、これらの表に報告される成分量は、全組成物に対する重量パーセ
ントに基づく。調合物を、真空作動式噴霧器であるＡｍｂｉｃ（登録商標）（Ａｍｂｉｃ
　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｌｉｍｉｔｅｄ、ＵＫ）製のＯリング（ＡＪＳ２４１５）を備え
た固定ノズルチップを有するＪｅｔｓｔｒｅａｍ　Ｇｕｎ（ＡＪＳ／２４０２）を用いて
乳牛の乳頭に噴霧した。噴霧した後、膜形成の品質、スプレーシャドウ及び皮膚上の濡れ
に関する基準を評価した。結果を表１～４にまとめる。
【０１２２】
１．２比較膜評価
　乳頭浸漬の連続的で均一な膜の品質は、下記の方法で評価した。組成物の調製後、乳牛
の乳頭に噴霧した。膜のバリア性及び皮膚上の濡れ性を、それぞれ３及び２の尺度に基づ
いて評価した。
数値評価は以下の通りである：
膜形成
－１　不十分な膜形成
０　中程度の膜形成
１　良好な膜形成
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皮膚上の濡れ
－１　皮膚上の濡れが不十分
１　皮膚上の十分な濡れ
【０１２３】
　さらに、組成物のスプレーシャドウを評価した。数値評価は以下の通りである：
スプレーシャドウ
－１　不十分なスプレーシャドウ
０　減衰した円錐形スプレーシャドウ
１　良好な円錐形スプレーシャドウ
【０１２４】
１．３　粘度測定
　いくつかの試料の粘度をフォードカップによる測定法に従って測定した。この粘度測定
法の原理は、カップが、その底部オリフィスを通って排出する液体によって空になるのに
必要な時間として、試料の粘度が測定されることである。粘度は流動抵抗であるため、粘
度の高い物質はカップの穴を通って排出するのに時間がかかる。測定された時間は表に示
されており、各カップのサイズに与えられた換算係数で排出時間を掛けることによってセ
ンチストークスに変換することができる。試料の粘度は、フォードカップ３を用いて２５
℃の温度で測定した。
【０１２５】
　さらに、いくつかの試料のブルックフィールド粘度も、６０ｒｐｍでスピンドル＃１を
使用して、２５℃の温度でブルックフィールドＬＶ粘度計を用いてｃＰｓで測定した。
【０１２６】
実施例２：水性抗菌膜形成性乳頭浸漬組成物の皮膚上への噴霧、濡れ及び付着特性
　様々な乳頭浸漬調合物を調製し、試験した。最初に、組成物は、膜形成要素としてのポ
リビニルアルコール、活性殺菌物質としてのポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨー
ド）及びアルキルベンゼンスルホン酸、界面活性剤としてのアルキルエーテルカルボン酸
を含む文献ＷＯ９８／０４１３６に記載された技術水準に従って本質的に調合された。真
空作動式噴霧器であるＡｍｂｉｃ（登録商標）（Ａｍｂｉｃ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｌｉ
ｍｉｔｅｄ、英国）製のＯ－リング（ＡＪＳ２４１５）を備えた固定ノズルチップを有す
るＪｅｔｓｔｒｅａｍ　Ｇｕｎ（ＡＪＳ／２４０２）を用いて乳牛の乳頭に調合物を噴霧
した後。噴霧した後、膜形成の品質、スプレーシャドウ及び皮膚上の濡れを評価した。表
１に示すように、先行技術による調合物のスプレーシャドウ、膜形成及び／または皮膚上
の濡れは、意図された使用には十分ではなかった。したがって、調合物Ｆ１～Ｆ９は参考
例（「参考例」）である。
【０１２７】
　キサンタンガム（Ｒｈｏｄｏｐｏｌ（登録商標）Ｇ、Ｋｅｌｚａｎ（登録商標）Ｔ）の
形態のレオロジー改質剤及び粘着付与剤及び鉱物ベースのレオロジー改質剤（Ｏｐｔｉｇ
ｅｌ（登録商標）ＣＫ）をさらに含む調合物を試験した。表２に示すように、これらの調
合物のスプレーシャドウは十分ではなかった。したがって、調合物Ａ１～Ａ７は参考例（
「参考例」）である。
【０１２８】
　調合物に関する試験は、噴霧塗布のために現在利用可能なバリア製品を使用すると、過
剰な泡の形成がバリア特性に悪影響を及ぼしていることを示した。しかしながら、低いバ
リア特性は、乳頭及び乳腺管の保護が不十分になり、したがって、表１及び２に記載の調
合物は、所望の及び意図された噴霧塗布には不適当であった。
【０１２９】
　次いで、レオロジー改質剤及び粘着付与剤及び／または消泡剤として疎水性改質エトキ
シル化ウレタン（ＨＥＵＲ）を含む調合物を試験した。驚くべきことに、レオロジー改質
剤及び粘着付与剤（Ｆ１０、Ｆ１１、Ｆ１２、Ｆ１４）として疎水性改質エトキシル化ウ
レタン（ＨＥＵＲ）を使用すると、これらの調合物のスプレーシャドウが改善され、この
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ＨＥＵＲレオロジー改質剤を消泡剤（調合物Ｆ１３、Ｆ１５、Ｆ１６、Ｆ１８、Ｆ１９、
Ｆ２０、Ｆ２１、Ｆ２２）と組み合わせた場合、さらに改善したことを見出した。
【０１３０】
　表３及び表４に要約された結果は、本発明によるレオロジー改質剤及び粘着付与剤とし
て疎水性改質エトキシル化ウレタン（ＨＥＵＲ）を含む抗菌膜形成性組成物が皮膚上への
良好な噴霧、湿潤及び付着特性を有し、さらに、消泡剤の添加（調合物Ｆ１３、Ｆ１５、
Ｆ１６、Ｆ１８、Ｆ１９、Ｆ２０、Ｆ２１及びＦ２２）を用いてこれらの特性はさら改善
された。
【表１】
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【表４】

【０１３１】
実施例３：噴霧ノズルへの貯蔵の影響
　さらに、本発明の調合物を、長期間にわたってスプレーガン及びスプレーノズル中のそ
れらの特性に関して試験した。したがって、周囲温度（２０℃）における真空作動式噴霧
器であるＡｍｂｉｃ（登録商標）（Ａｍｂｉｃ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｌｉｍｉｔｅｄ、
ＵＫ）製のＯ－リング（ＡＪＳ２４１５）を備えた固定ノズルチップを有するＪｅｔｓｔ
ｒｅａｍ　Ｇｕｎ（ＡＪＳ／２４０２）を１週間保存した後、スプレーシャドウの品質に
関して調合物を試験した。膜形成の品質、スプレーシャドウ及び皮膚上の濡れに関する基
準を評価した。観察された結果は、本発明による調合物（Ｆ１０～Ｆ１６、Ｆ１８～Ｆ２
２）は、新鮮に調製されたときだけでなくＪｅｔｓｔｒｅａｍ　Ｇｕｎでの一週間の貯蔵
後の噴霧するときに、良好な膜構築特性、良好な円錐形スプレーシャドウ及び皮膚上の十
分な濡れを示した。さらに、本発明の調合物（調合物Ｆ１３、Ｆ１９、Ｆ２２）を使用し
た場合、Ｊｅｔｓｔｒｅａｍ　Ｇｕｎでの１週間の貯蔵後にノズル破損は観察されなかっ
た。
【０１３２】
実施例４：温度の影響
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　一例として、調合物Ｆ２２を、粘度及び凝固点に関して異なる温度でその特性に関して
試験した。試料の粘度を、カップ３を用いたフォードカップによる測定法に従って測定し
た。試料の粘度は、２０℃～－８℃の範囲の温度で測定した。カップの底部オリフィスを
通って排出される液体によってカップが空になるのに必要な時間量によって粘度は反映さ
れる。結果を表５に示す。
【表５】

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月19日(2020.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性基剤中に、
　（ａ）疎水性改質エトキシル化ウレタン以外の膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）抗菌剤と、さらに
　（ｃ）レオロジー改質剤として疎水性改質エトキシル化ウレタンと
　（ｄ）任意に、消泡剤と、を含む、噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項２】
　（ａ）０．１～１０．０重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．１～１０．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）任意に、０．００１～３．０重量％の消泡剤との、請求項１に記載の噴霧可能な
水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項３】
　水性基剤中に、
　（ａ）１．０～５．０重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～７．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０１～１．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．００５～１．０重量％の消泡剤と、を含む、請求項１に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項４】
　水系基剤中に、
　（ａ）２．０～４．５重量％の前記膜形成性ポリマーと、
　（ｂ）０．５～５．０重量％の抗菌剤と、
　（ｃ）０．０５～０．５重量％の疎水性改質エトキシル化ウレタンと、
　（ｄ）任意に、０．０２～０．２重量％の消泡剤と、を含む、請求項１に記載の噴霧可
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能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項５】
　酪農家畜群内の伝染性乳腺炎及び環境性乳腺炎の両方の発生率を低下させるのに調合さ
れかつ適切である、請求項１～４のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組
成物。
【請求項６】
　前記疎水性改質エトキシル化ウレタンは、ポリエチレングリコール構成単位及びウレタ
ン構成単位を有するポリマーであり、前記ポリマー鎖は疎水性基でエンドキャップされて
いる、請求項１～５のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項７】
　前記抗菌剤が、Ｉ２、ヨードフォア、特にポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨー
ド）の形態、直鎖または分枝鎖脂肪族Ｃ４～Ｃ１０カルボン酸、特にカプリン酸及びカプ
リル酸、オクタン酸、ノナン酸、デカン酸；乳酸、サリチル酸、ペルオキシカルボン酸、
スルホペルオキシカルボン酸、Ｃ１～Ｃ４アルカノール、イソプロピルアルコール、ベン
ジルアルコール、ブロノポール（２－ブロモ－２－ニトロ－１，３－プロパンジオール）
、ナトリウムピリジナチオン、クロルヘキシジン、クロルヘキシジン二酢酸塩、クロルヘ
キシジンジグルコン酸塩、第四級アンモニウム化合物、例えばアルキルジメチルベンジル
アンモニウムの塩、ジアルキルジメチルアンモニウム化合物及びベンゼトニウム；スルホ
ン酸、次亜ハロゲン酸、アルカリ性ハイポハライト、二酸化塩素前駆体、塩素放出剤（特
に次亜塩素酸ナトリウム、さらに最近では塩素化イソシアヌレート）、次亜塩素酸塩、二
酸化塩素、塩素化イソシアヌレート（塩素化－Ｓ－トリアゼン－トリオン）、臭素、ヒド
ロキシキノン、塩化アンモニウム、ヘキサクロロフェン、ジアフェン、塩化セチルピリジ
ニウム、酸アニオン系（例えば、アルキルアリールスルホン酸、アリールスルホン酸、ア
ルキルスルホン酸、アルキルアリール硫酸、アリール硫酸、アルキル硫酸、アルキルアリ
ール硫酸）、オルトフェニルフェノール、２，４，４’－トリクロロ－２”－ヒドロキシ
ジフェニルエーテル、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノールから選択することができ
るフェノール系抗菌剤、ポリヘキサメチルビグアニド（ＣＡＳ３２２８９－５８－０）、
グアニジン塩、例えばポリヘキサメチレングアニジン塩酸塩（ＣＡＳ５７０２８－９６－
３）、ポリヘキサメチレングアニジンヒドロホスフェート（ＣＡＳ８９６９７－７８－９
）及びポリ［２－（２－エトキシ）－エトキシエチル］－グアニジニウムクロリド（ＣＡ
Ｓ３７４５７２－９１－５）、ならびにそれらの混合物からなる群より選択される、請求
項１～６のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項８】
　抗菌剤として、ポリビニルピロリドンヨード（ＰＶＰ－ヨード）の形態のヨードフォア
が含まれる、請求項１～７のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項９】
　アルキルベンゼンスルホン酸をさらに含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１０】
　ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカルボン酸、特に次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ３Ｈ６－Ｏ
）ｍ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の炭素原子
を有するアルキル基であり、ｍは０～８の整数であり、ｎは０～８の整数であり、ｍまた
はｎのうちの少なくとも１つが０ではない、ポリオキシプロピレンアルキルエーテルカル
ボン酸をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性
組成物。
【請求項１１】
　次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１０個の
炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数である、ポリオキシエチレンアル
キルエーテルカルボン酸をさらに含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の噴霧可能な
水性抗菌膜形成性組成物。
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【請求項１２】
　ポリビニルアルコール及び／またはポリスルホン酸が前記組成物中に存在する、請求項
１～１１のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１３】
　ポリビニルアルコール及び／またはポリスルホン酸ならびにポリビニルピロリドンヨー
ドが前記組成物中に存在する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗
菌膜形成性組成物。
【請求項１４】
　水系基剤中に、
　（ａ）前記膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと
、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、を含む、請求項１～１３のいずれか１項
に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１５】
　水系基剤中に、
　（ａ）前記膜形成性ポリマーとして０．１～１０．０重量％のポリビニルアルコールと
、
　（ｂ）抗菌剤として０．５～１０．０重量％のポリビニルピロリドンヨードと、
　（ｃ）レオロジー改質剤として０．００１～３．０重量％の疎水性改質エトキシル化ウ
レタンと、
　（ｄ）０．００１～３．０重量％の消泡剤と、
　（ｅ）０．０５～５．０重量％のポリスルホン酸と、
　（ｆ）次式Ｒ－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４－Ｏ）ｎ－ＣＨ２－ＣＯＯＨを有し、式中、Ｒは４～１
０個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは２～８の整数である、０．０５～５．０
重量％のポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸と、
　（ｇ）任意に、０．０１～５．０重量％のさらなる抗菌剤であって、好ましくは、（ｂ
）が５．０重量％以下である条件で、アルキルベンゼンスルホン酸、クロルヘキシジン、
オルトフェニルフェノール、乳酸、カルボン酸、特にデカン酸、及びそれらの混合物から
なる群から選択される、抗菌剤と、を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１６】
　前記消泡剤がシリコーン系消泡剤である、請求項１～１５のいずれか１項に記載の噴霧
可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１７】
　６０ｒｐｍでスピンドル＃１を使用して、２５℃の温度で１～５０ｃＰｓ、好ましくは
１～２０ｃＰｓ、より好ましくは１～５ｃＰｓのブルックフィールド粘度を有する、請求
項１～１６のいずれか１項に記載の噴霧可能な水性抗菌膜形成性組成物。
【請求項１８】
　泌乳動物の乳腺炎を抑制するための、請求項１～１７のいずれか１項に記載の組成物の
使用。
【請求項１９】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の組成物を乳頭に噴霧塗布することを含む、泌乳
動物の乳腺炎を抑制する方法。
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